


経　
済　
広　
報　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
は　
、　
1

9
9
7
年　
か　
ら　
毎　
年　
１　
回　
、　
企　
業　

に　
対　
す　
る　
生　
活　
者　
の　
意　
識　
調　
査　
、　

「　
生　
活　
者　
の

”　
企　
業　
観　

“　
ア　
ン　
ケ　

ー　
ト　
」　
を　
行　
っ　
て　
い　
る　
。　
第　
5
回　

目　
の　
今　
回　
は　
、　
昨　
年　
11
月　
に　
全　
国　

の　
社　
会　
広　
聴　
会　
員　
4
、　
8
5
8
名　

を　
対　
象　
に　
実　
施　
。　
有　
効　
回　
答　
数　
は　

3
、　
4
1
7
名　
だ　
っ　
た　
。　

今　
回　
は　
、　
対　
象　
と　
な　
る　
社　
会　
広　

聴　
会　
員　
が　
、　
過　
去　
４　
回　
と　
比　
べ　
て　

大　
幅　
に　
増　
え　
た　
。　
ま　
た　
会　
員　
の　
約　

20
%
に　
当　
た　
る　「　
ｅ　
ネ　
ッ　
ト　
会　
員　
」　

に　
対　
し　
て　
、　
初　
め　
て　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　

ッ　
ト　
に　
よ　
る　
ア　
ン　
ケ　
ー　
ト　
を　
実　
施　

し　
た　
。　

全　
体　
の　
有　
効　
回　
答　
率　
70
・　
3
%

に　
対　
し　
て　
、　
ｅ　
ネ　
ッ　
ト　
会　
員　
の　
そ　

れ　
は　
86
%
だ　
っ　
た　
。　

調　
査　
結　
果　
に　
は　
２　
つ　
の　
特　
徴　
が　

出　
た　
。　
１　
つ　
は　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
低　
下　

基　
調　
に　
あ　
っ　
た　
「　
企　
業　
に　
対　
す　
る　

信　
頼　
感　
」　
と　
「　
企　
業　
の　
情　
報　
公　
開　

へ　
の　
評　
価　
」　
に　
、　
一　
応　
の　
下　
げ　
止　

ま　
り　
感　
が　
出　
た　
一　
方　
で　
、　
同　
じ　
低　

下　
基　
調　
に　
あ　
っ　
た　
「　
企　
業　
の　
社　
会　

的　
役　
割　
・　
責　
任　
に　
対　
す　
る　
評　
価　
」　

が　
、　
下　
げ　
止　
ま　
る　
こ　
と　
な　
く　
最　
悪　

の　
結　
果　
に　
な　
っ　
た　
こ　
と　
、　で　
あ　
る　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
、　
必　
ず　
リ　
ン　
ク　
し　
て　

き　
た　
「　
企　
業　
に　
対　
す　
る　
信　
頼　
感　
」　

と　
「　
企　
業　
の　
社　
会　
的　
役　
割　
・　
責　
任　

に　
対　
す　
る　
評　
価　
」　
で　
あ　
る　
が　
、　
今　

回　
初　
め　
て　
リ　
ン　
ク　
し　
な　
か　
っ　
た　
。　

こ　
の　
一　
見　
矛　
盾　
し　
た　
回　
答　
者　
の　
心　

理　
を　
窺　
い　
知　
る　
こ　
と　
は　
で　
き　
な　
い　

が　
、　お　
そ　
ら　
く　
回　
答　
者　
に　
と　
っ　
て　
、　

「　
企　
業　
の　
社　
会　
的　
役　
割　
・　
責　
任　
」　

の　
中　
で　
一　
番　
重　
要　
と　
考　
え　
て　
い　
る　

「　
事　
業　
」　
で　
あ　
る　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　

ず　
、　
業　
績　
不　
振　
を　
続　
け　
て　
い　
る　
企　

業　
。　
そ　
れ　
に　
対　
す　
る　
危　
機　
感　
・　
不　

満　
の　
表　
れ　
で　
は　
な　
い　
だ　
ろ　
う　
か　
。　

２　
つ　
目　
は　
、　
企　
業　
が　
信　
頼　
を　
回　

復　
・　
維　
持　
・　
向　
上　
し　
て　
い　
く　
た　
め　

に　
最　
も　
重　
要　
な　
も　
の　
と　
し　
て　
「　
事　

業　
を　
通　
じ　
て　
」　
が　
１　
位　
に　
返　
り　
咲　

い　
た　
一　
方　
で　
、　
前　
回　
１　
位　
の　
「　
企　

業　
倫　
理　
の　
確　
立　
と　
順　
守　
」　
が　
５　
位　

に　
大　
き　
く　
後　
退　
し　
た　
、　
こ　
と　
で　
あ　

る　
。　こ　

れ　
は　
、　
調　
査　
時　
点　
で　
前　
回　
の　

よ　
う　
な　
企　
業　
不　
祥　
事　
が　
少　
な　
か　
っ　

た　
こ　
と　
も　
あ　
る　
が　
、　
業　
績　
不　
振　
と　

倒　
産　
を　
目　
の　
当　
た　
り　
に　
し　
て　
、　
ま　

ず　
「　
衣　
食　
足　
り　
て　
礼　
節　
を　
知　
る　
」　

と　
い　
う　
回　
答　
者　
の　
心　
理　
が　
強　
く　
働　

い　
た　
の　
か　
も　
し　
れ　
な　
い　
。　

ま　
た　
、　「　
企　
業　
情　
報　
の　
収　
集　
源　

で　
一　
番　
役　
に　
立　
っ　
て　
い　
る　
媒　
体　
」　

と　
し　
て　
は　
、　
新　
聞　
が　
ト　
ッ　
プ　
だ　
っ　

た　
。　
２　
位　
は　
、　
テ　
レ　
ビ　
・　
雑　
誌　
を　

抑　
え　
て　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
だ　
っ　
た　
。　

3 2

職業別

世代別

性　別

回答者のプロフィール

【回答者の性別・世代別・職業別人数】

■　調査の概要

(1) 調査名称：「第5回 生活者の“企業観”に関するアンケート」
(2) 調査対象：財団法人　経済広報センターに登録している社会広聴会員4,858名
(3) 調査方法：郵送およびインターネットによる、回答選択方式および自由記述方式

(4) 調査期間：2001年11月21日～12月3日（郵送）、2001年11月27日～12月11日（インターネット）
(5) 有効回答：3,417名（70.3％）

第5回

「“企業観”アンケート」の概要

第5回

「“企業観”アンケート」の概要

アンケート
分 析



企
業
の
社
会
的
役
割
と
い
わ
れ
る
11

項
目
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ

い
て
の
重
要
性
を
聞
い
た
。

「
非
常
に
重
要
で
あ
る
」
と
回
答
さ

れ
た
項
目
の
ト
ッ
プ
３
は
「
事
業
で
の

貢
献
」

71
・
1
%

、「
環
境
保
全
・
省

エ
ネ
へ
の
取
組
み
」

53
・
6
%

、「
社

会
的
倫
理
の
順
守
」

47
・
1
%
で
あ
っ

た
。
1
、
2
位
は
5
年
連
続
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
調
査
を
開
始
以
来
こ
の
項

目
で
70
%
を
超
え
た
の
は
「
事
業
で
の

貢
献
」
が
初
め
て
。

た
だ
、
「
非
常
に
重
要
」
と
「
重
要
」

を
加
え
て
見
た
場
合
、
１
、
２
位
は
変

わ
ら
な
い
も
の
の
、
前
回
１
位
だ
っ
た

「
社
会
的
倫
理
の
順
守
」
が
大
き
く
６
位

に
後
退
し
た
。

こ
れ
は
、
前
回
に
比
べ
て
企
業
の
不

祥
事
が
少
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
、
ま

た
「
社
会
的
倫
理
の
順
守
」
を
し
て
い

る
企
業
が
増
え
て
き
た
と
見
て
い
る
の

か
、
複
数
回
答
の
設
問
で
あ
り
、
相
対

的
な
回
答
に
は
な
り
に
く
い
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
真
意
が
つ
か
み
に
く

い
。「

衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
と
い

う
心
理
が
大
き
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

企
業
の
社
会
的
役
割
･
責
任
11
項
目

に
つ
い
て
の
果
た
し
度
合
い
を
評
価
し

て
も
ら
っ
た
。

「
十
分
に
果
た
し
て
い
る
」
、
「
概
ね

果
た
し
て
い
る
」
の
両
方
を
加
え
て
も

38
・
3
%
と
、
初
め
て
40
%
を
割
っ
た
。

こ
れ
は
、
調
査
を
開
始
以
降
最
低
だ
っ

た
前
回
よ
り
6
・
3
ポ
イ
ン
ト
の
低
下

だ
っ
た
。

ま
た
、

”　果
た
し
て
い
な
い

“
と
す
る

回
答
も
、
今
回
初
め
て
50
%
を
超
え
、

低
下
基
調
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
ま
で
で
最
悪
の
結
果
に
な
っ

た
。

こ
の
1
年
間
で
企
業
に
対
す
る
信
頼

感
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
聞
い

た
。「

特
に
変
化
し
て
い
な
い
」
が
最
も

多
く
65
%
で
、
前
回
よ
り
13
・
3
ポ
イ

ン
ト
増
え
た
。
ま
た
、
「
高
く
な
っ
た
」

は
5
・
0
%
で
前
回
よ
り
0
・
5
ポ
イ

ン
ト
減
っ
た
も
の
の
、
「
低
く
な
っ
た
」

が
、
29
%
と
前
回
よ
り
13
・
4
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
、
初
め
て
30
%
を
割
っ
た
。

デ
ー
タ
的
に
は
、
企
業
に
対
す
る
信
頼

感
の
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

こ
の
下
げ
止
ま
り
が
、「
生
活
者
を
裏

切
る
事
件
が
多
か
っ
た
昨
年
と
比
較
し

て
高
く
な
っ
た
だ
け
」
（
40
代
・
女
性
）

と
い
う
理
由
で
あ
っ
て
欲
し
く
な
か
っ

た
が
、
調
査
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
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3
企
業
に
対
す
る
信
頼
感

―
2
年
連
続
の
低
下
に
歯
止
め
―

～「自由記述」から～

企業での脱税など反社会的な行為

があると、同業他社や他の多くの

企業に対する疑心も湧いてしまう。

社会的責任は、生活者だけでなく、

産業界全体に対しても負うものだ。

（20歳代／女性／会社員）

◆

現在、企業に対する信頼は、生活

者だけでなく従業員からも失われ

つつあるのではないか。社会に貢

献しているという気持ちで社員一

人一人が働ける企業が本来の姿だ。

（30歳代／女性／会社員）

◆

食中毒事件やリコール隠し事件な

どで、１年前は信頼感が皆無だっ

た。企業は、消費者を裏切ること

が会社の存続を揺るがすというこ

とに気付いてきたと思う。

（30歳代／女性／専業主婦）

◆

業績悪化を理由とした人員整理は、

それがマネジメントの失敗による

にも関わらず、社員の痛みに比較

して経営陣に反省がない。

（30歳代／女性／専業主婦）

◆

米国メジャーリーグのレベルが高

いのは、一流のファンが厳しい目

で見るからだ。同様に、厳しい顧

客の目があれば企業は良くなるし、

顧客から見放されれば淘汰される。

（30歳代／男性／会社員）

◆

収益の悪化に伴い、各企業は様々

な対策を余儀なくされている。し

かし、そのなし崩し的な対策の前

に、社員の勤労意欲や職場規律が

失われつつある。

（30歳代／男性／会社員）

◆

横文字を多用して、明確に意味が

伝わらない企業理念やビジョンで

はなく、わかりやすい真摯な日本

語で示した企業の考え方や経営の

見通しを消費者にも教えてほしい。

（40歳代／女性／会社員）

2
企
業
の
社
会
的
役
割
･
責
任
に

対
す
る
評
価

―
低
下
傾
向
が
続
く
―

【役割に対する評価（「非常に重要」、「重要」を選んだ人）】

1
企
業
の
社
会
的
役
割
･
責
任
で

最
も
重
要
な
も
の

―　
「
事
業
」　
が
5
年
連
続
で
第
１
位
―

【企業の社会的役割・責任（全員）】



た
か
の
よ
う
に
、
食
品
会
社
の
不
祥
事

が
発
覚
し
た
。

企
業
が
、
真
に
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ

る
日
は
ま
だ
遠
い
。

今
後
、
企
業
が
信
頼
を
維
持
・
向
上

し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
何
か

を
聞
い
た
。

98
、
99
年
と
2
年
連
続
第
1
位
で
、

00
年
2
位
だ
っ
た
「
事
業
」
が
63
・
2

%
で
、
第
1
位
に
返
り
咲
い
た
。

そ
の
一
方
で
、
00
年
第
1
位
の
「
企

業
倫
理
の
確
立
と
順
守
」
は
、
36
・
1

%
で
第
5
位
に
後
退
し
た
。

こ
の
回
答
者
の
心
理
も
、
１
の
「
企

業
の
社
会
的
役
割
…
」
で
述
べ
た
よ
う

な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

企
業
経
営
に
お
い
て
今
後
さ
ら
に
重

視
し
て
い
く
べ
き
対
象
（
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
）
は
何
か
を
聞
い
た
。

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
顧
客
」
で

78
・
4
%
、
次
い
で
「
従
業
員
」（
71
・

8
%
）、「
生
活
者
全
般
」（
55
・
6
%
）、

「
地
域
社
会
」
（
42
・
1
%
）
の
順
で
続

い
て
い
る
。

上
位
は
、
調
査
を
開
始
以
来
大
き
な

変
化
は
な
い
が
、「
従
業
員
」
が
70
%
を

超
え
た
と
い
う
の
が
、
人
員
削
減
･
賃

金
カ
ッ
ト
が
相
次
ぐ
企
業
経
営
の
実
態

を
象
徴
し
て
い
る
。

一
方
で
「
株
主
」
は
順
位
で
は
5
位

で
横
ば
い
だ
が
、
毎
回
ポ
イ
ン
ト
を
下

げ
て
お
り
、
低
下
基
調
は
、
相
変
わ
ら

ず
続
い
て
い
る
。

7 6

～「自由記述」から～

リストラなど企業の守りの姿勢が

顕著だが、人件費などを削るだけ

で本当に良いのだろうか。技術開

発や社会貢献など、企業活動が十

分に遂行できるのか疑問である。

（40歳代／女性／会社員）

◆

容易なリストラなど経営者の責任

感の欠如と倫理観のなさが目立つ。

長期的な視点に立った経営がなさ

れていないのではないか。

（40歳代／女性／自営業）

◆

企業の信頼維持において最も大事

なことは、問題発生の際に、社会

的な規範に則ってトップが迅速な

指揮をとれること、またそれをき

ちんと社会にアピールできること

だと思う。

（40歳代／女性／専業主婦）

◆

生活者は、商品を選ぶ際、安さだ

けを指向するのではなく、安全性

を重視している。もっと商品の価

格の妥当性について理解を得られ

るよう努力すべき。 （4 0 歳代／

女性／パートタイム・アルバイト）

◆

社会から信頼される企業とは、社

会から信頼される経営者が率いる

企業だと思う。従って、経営者の

顔が見えることがとても大切。

（40歳代／男性／会社員）

◆

企業内での情報の重要性と、株主

や地域住民が感じる情報の重要性

の順位付けが大きく異なることを

理解することが重要。企業の論理

でなされる情報公開は無意味。

（40歳代／男性／会社員）

◆

長年会社に貢献してきた高齢社員

を、その能力ではなく年齢を理由

にリストラすることは、モラルに

反すると思う。

（50歳代／女性／会社員）

【重視すべきステークホルダー（全員）】

5
企
業
経
営
で
重
視
し
て
い
く
べ
き

対
象

―　
「
従
業
員
」　
が
70
%
を
超
え
る
―

【信頼感の変化（全員）】
4

企
業
に
対
す
る
信
頼
感
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
の
に
重
要
な
も
の

―　
「
事
業
」　
が
第
1
位
に
返
り
咲
き
―

【社会的信頼の維持・向上に重要なもの（全員）】



媒
体
を
大
き
く
「
新
聞
」
･
「
テ
レ

ビ
」
・
「
雑
誌
」
・
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」
・
「
そ
の
他
」

に
分
け
て
、
企

業
情
報
の
収
集
に
、
一
番
役
に
立
っ
て

い
る
の
は
何
か
と
、
そ
の
理
由
を
聞
い

た
。第

１
位
は
「
新
聞
」
で
、
63
・
2
%
。

次
い
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」（
14
・
8

%
）、「
テ
レ
ビ
」（
12
・
7
%
）、「
雑
誌
」

（
7
・
2
%
）
の
順
だ
っ
た
。

ま
た
、
役
に
立
つ
理
由
と
し
て
、「
情

報
が
正
確
」
･
「
情
報
が
迅
速
」
･

「
情
報
が
質
量
と
も
に
豊
富
」
・
「
場
所

を
選
ば
な
い
」
の
４
項
目
か
ら
、
選
択

し
て
も
ら
っ
た
。

４
つ
の
項
目
と
も
、
新
聞
が
他
を
圧

倒
し
た
。
２
位
は
、「
正
確
」
･
「
迅
速
」

で
テ
レ
ビ
、「
情
報
量
」
・
「
場
所
を
選

ば
な
い
」
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
っ
た
。

（
文
責
・
主
任
研
究
員
　
林
　
祐
輔
）

9

企
業
の
情
報
公
開
の
質
や
量
は
、
十

分
か
ど
う
か
を
聞
い
た
。

調
査
を
開
始
以
来
一
番
多
い
の
が

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
十
分
」
だ
が
、

今
回
は
前
回
よ
り
3
ポ
イ
ン
ト
減
り

55
・
4
%
で
、
「
不
十
分
で
あ
る
」
も
、

前
回
よ
り
8
ポ
イ
ン
ト
減
り
19
・
3
%

だ
っ
た
。
両
者
を
加
え
た
”　不

十
分

“
は

74
・
7
%

で
、
前
回
よ
り
11
ポ
イ
ン
ト

減
っ
た
。

一
方
、「
十
分
で
あ
る
」
は
0
・
6
%

で
、
前
回
よ
り
0
・
1
ポ
イ
ン
ト
減
っ

た
も
の
の
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
十
分

で
あ
る
」
が
、
前
回
よ
り
6
ポ
イ
ン
ト

増
え
た
。

こ
れ
ま
で
増
加
基
調
に
あ
っ
た
「
不

十
分
」
に
、
一
応
の
歯
止
め
が
か
か
っ

た
、
と
言
え
る
。

企
業
情
報
の
質
や
量
が

”　不
十
分

“
と

回
答
し
た
人
に
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が

不
十
分
か
を
聞
い
た
。

第
１
位
は
「
財
務
内
容
に
関
す
る
情

報

」
で
52
・
6
%
だ
っ
た
。
調
査
を
開

始
以
来
こ
の
設
問
で
50
%
を
超
え
た
項

目
は
初
め
て
。
こ
れ
は
、
就
業
者
と
非

就
業
者
で
見
て
も
変
わ
ら
な
い
。
絶
対

安
全
だ
と
公
言
し
て
い
た
企
業
が
突
然

倒
産
す
る
と
い
う
現
状
を
目
の
当
た
り

に
す
れ
ば
、「
宜む

べ

な
る
か
な
」
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
以
下
「
消
費
者
の
保
護
・

啓
発
活
動
に
関
す
る
情
報
」
46
・
3
%
、

「
企
業
の
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
関
す

る
情
報
」
33
・
2
%
と
続
い
て
い
る
。

前
回
2
位
、
前
々
回
1
位
だ
っ
た

「
環
境
保
護
活
動
に
関
す
る
情
報
」　
は

23
・
5
%
で
、
6
位
に
後
退
し
た
。

8

～「自由記述」から～

製造業の空洞化が言われているが、

資源のない日本においては「人」

こそが最大の資源である。これを

有効に活かすことが、これからの

企業発展の鍵ではないか。

（50歳代／女性／専業主婦）

◆

欠陥商品や社員不祥事、環境ダメ

ージ、投資失敗など、企業の実態

を把握するためのマイナス情報の

公開が、生活者ばかりか従業員に

対しても、極度に不足している。

（50歳代／男性／会社員）

◆

リストラとは、本来、事業再構築

で雇用を新しい分野に振り向ける

ことによって、その維持に努める

ことである。しかし実態は、単な

る人件費削減に血眼になっている。

これでは従業員の帰属意識も薄れ、

国内産業の空洞化はますます進む

だろうと危惧している。

（50歳代／男性／会社員）

◆

社会的信頼を一旦喪失すると、再

び信頼を得るのには、気の遠くな

るような地道な努力が必要である。

重大事件や事故が発覚してからの

経営層の謝罪が目立つが、経営者

や従業員は、そのことをしっかり

意識してほしい。

（60歳以上／女性／自由業）

◆

従業員に対する情報公開と説明責

任が十分であれば、企業の活力を

生むだけでなく、従業員が最大の

ＰＲメディアになるはず。社内へ

の広報を大切にするべきだ。

（60歳以上／男性／自由業）

◆

グローバル競争時代にも関わらず、

横並びで競争を排除する旧態依然

のシステムが一部業界に残ってい

る。これが、企業全体の信頼感を

低下させている。

（60歳以上／男性／無職）

7
企
業
情
報
で
”　不

十
分

“　
な
も
の

―　
「
財
務
内
容
」　
が
第
1
位
―

8
一
番
役
に
立
つ

企
業
情
報
の
収
集
源

―　
「
新
聞
」　
が
他
を
圧
倒
―

6
企
業
の
情
報
公
開
に
対
す
る
評
価

―
低
下
傾
向
に
歯
止
め
―

情報が正確

【企業情報の収集で、一番役に立つ媒体（全員）】

情報が豊富

情報が迅速

情報収集に
場所を選ばない

【不十分な企業の情報（6で“不十分”と答えた人）】

【企業の情報公開に対する評価（全員）】
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通
し
に
よ
る
と
、
今
年
前
半
は
６
％
ぐ

ら
い
ま
で
上
が
り
、
後
半
米
国
経
済
の

回
復
に
と
も
な
っ
て
日
本
も
若
干
回
復

し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
雇
用
も
よ
く
な

り
、
失
業
率
も
少
し
下
が
っ
て
２
０
０

２
年
度
の
平
均
失
業
率
は
５
・
６
％
と

し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の

夏
ま
で
は
失
業
率
は
上
が
る
と
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
先
日
、
日
経
連
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、

奥
田
碩
日
経
連
会
長
は
「
不
良
債
権
処

理
な
ど
構
造
改
革
を
進
め
れ
ば
失
業
率

は
６
％
前
後
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
根
拠
は
内
閣
府
が
試
算
し
た
数
字
で

す
。そ

れ
は
、
一
昨
年
９
月
現
在
の
銀
行

の
不
良
債
権
11
兆
円

主
要
15
行
を
最
終

処
理
す
れ
ば
、
50
万
人
前
後
の
労
働
者

が
職
を
失
い
、
う
ち
10
数
万
人
は
職
を

得
ら
れ
な
い
ま
ま
失
業
者
に
な
る
と
い

う
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
今
年
の
失
業
率
は
６
〜

７
％
、
人
数
に
し
て
４
０
０
万
人
を
超

え
て
５
０
０
万
人
に
迫
る
と
い
う
事
態

も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
倒
産
も
昨
年
は
、
１
万
９
千
件

余
り
、
負
債
総
額
は
16
兆
円
を
超
え
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
戦
後
２
番
目
の
記
録

で
す
。
今
年
も
同
様
の
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
失
業
の
要
因
、
構
造
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

失
業
率
で
い
う
、
完
全
失
業
者
と
は
、

労
働
力
調
査
期
間
の
毎
月
末
の
１
週
間

で
、
①
賃
金
を
も
ら
え
る
仕
事
に
１
時

間
以
上
つ
い
て
い
な
い
。
②
求
職
活
動

を
し
て
い
る
。
③
就
職
が
決
ま
っ
た
ら

す
ぐ
に
仕
事
に
就
け
る
と
い
う
３
つ
の

条
件
を
満
た
す
人
で
す
。
い
い
仕
事
が

な
い
と
い
う
理
由
で
求
職
活
動
を
し
な

い
人
は
、
失
業
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
完
全
失
業
者
の
中
に
は
、

自
発
的
失
業
者
と
非
自
発
的
失
業
者
が

あ
り
ま
す
。

前
年
に
比
べ
41
万
人
増
え
て
３
５
０

万
人
に
な
っ
た
11
月
の
失
業
者
数
の
う

ち
、
リ
ス
ト
ラ
や
解
雇
な
ど
非
自
発
的

な
理
由
で
失
業
し
た
人
は
１
２
３
万
人
。

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
求
職
活
動
を
し
な
い
不
完
全

な
失
業
者
も
多
く
、
そ
れ
に
求
職
意
欲

喪
失
者
を
含
め
る
と
昨
年
の
８
月
時
点

で
失
業
率
は
、
７
、
８
％
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
１
つ
重
要
な
こ
と
は
、

昨
年
11
月
の
労
働
力
調
査
で
わ
か
っ
た

よ
う
に
、
就
業
者
数
の
減
少
が
止
ま
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
失
業
者
の
数

の
増
加
も
注
目
す
べ
き
で
す
が
、
就
業

者
を
構
成
す
る
給
与
所
得
者
な
ど
の
雇

用
者
、
自
営
業
主
が
同
時
に
減
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
全
体
的
に

働
く
場
が
収
縮
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
さ
に
デ
フ
レ
経
済
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
縮
小

し
て
い
る
こ
と
を
雇
用
面
で
も
表
し
て

い
ま
す
。
こ
の
就
業
者
の
動
き
は
、
今

後
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
す
。

特
に
就
業
者
が
減
っ
て
い
る
の
は
、

建
設
業
と
製
造
業
で
す
。
つ
ま
り
、
産

業
構
造
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
業
種

で
す
。
建
設
業
は
昨
年
11
月
、
20
万
人

減
っ
て
６
３
８
万
人
、
製
造
業
は
67
万

人
減
っ
て
１
２
６
３
万
人
。
建
設
業
は

12
カ
月
連
続
、
製
造
業
は
７
カ
月
連
続

で
減
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
建
設
業
の
６
３
８
万
人
は
、

１
９
９
０
年
に
比
べ
る
と
ま
だ
50
万
人

も
多
い
。
こ
れ
は
90
年
代
、
日
本
の
経

済
が
不
振
で
景
気
対
策
と
し
て
国
債
を

発
行
し
て
公
共
事
業
を
行
っ
た
こ
と
に

要
因
が
あ
り
ま
す
。
失
業
対
策
事
業
と

は
言
え
な
い
ま
で
も
、
民
間
の
建
設
会

社
を
通
じ
て
お
金
を
流
し
て
、
雇
用
を

守
っ
た
と
い
う
か
増
や
し
た
わ
け
で
す
。

ピ
ー
ク
時
は
バ
ブ
ル
の
時
よ
り
90
万
人

も
多
か
っ
た
の
で
す
。

来
年
度
予
算
で
は
、
そ
の
よ
う
な
公

共
投
資
が
10
％
強
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
仕
事
量
は
当
然
減
少
し
ま
す
。

現
在
、
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
の
株
価
は
約
10

社
が
額
面
を
割
っ
て
い
ま
す
。
青
木
建

設
の
よ
う
に
破
た
ん
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
合
併
・
統
合
で
生
き
延
び
る
の
か
、

市
場
は
厳
し
い
注
文
を
出
し
て
い
る
わ

け
で
す

一
方
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
工
場
閉

鎖
や
国
内
生
産
を
や
め
る
と
い
う
記
事

が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に

あ
る
の
は
、
中
国
で
す
。

経
団
連
の
今
井
敬
会
長
な
ど
も
指
摘

し
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
労
働
者
は
日

本
の
20
分
の
１
、
30
分
の
１
の
賃
金
で
、

し
か
も
質
が
い
い
。
そ
し
て
こ
の
給
与

水
準
は
今
後
10
年
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
、

と
い
う
の
で
す
。
そ
の
根
拠
は
、
何
億

人
も
の
労
働
予
備
軍
が
い
る
か
ら
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
が
、
か
つ
て
賃
金
が
安
か
っ

た
が
、
経
済
発
展
と
と
も
に
生
活
水
準

が
上
が
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
給
与

も
上
昇
し
て
い
っ
た
台
湾
、
韓
国
と
大

き
く
違
う
と
こ
ろ
で
す
。

先
日
、
日
経
連
と
連
合
が
春
闘
に
つ

い
て
懇
談
会
を
持
ち
ま
し
た
。
奥
田
日

経
連
会
長
は
、
電
機
業
界
は
大
規
模
な

リ
ス
ト
ラ
を
進
め
て
い
る
が
、
労
働
組

合
な
ど
に
事
前
の
連
絡
を
と
っ
て
い
る

の
か
、
と
い
う
発
言
を
し
ま
し
た
。
当

識者と語る論談倶楽部
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雇
用
情
勢
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
昨

年
７
月
に
完
全
失
業
率
が
初
め
て
５
％

を
超
え
、
そ
の
後
10
月
に
５
・
３
％
、

11
月
に
５
・
５
％
と
上
昇
を
続
け
て
い

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
経
済
広
報

セ
ン
タ
ー
が
「
企
業
観
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
「
企
業

の
社
会
的
役
割
と
責
任
」
で
非
常
に
重

要
な
項
目
の
第
１
位
は
「
事
業
を
通
じ

て
」
で
71
・
１
％
で
し
た
。
以
下
「
環

境
や
省
資
源
へ
の
取
組
み
」
53
・
６
％
、

「
企
業
倫
理
の
確
立
」

47
・
１
％
、「
危

機
管
理
」

44
・
２
％

、「
経
営
の
透
明

性
と
情
報
開
示
」
42
・
１
％
と
続
い
て
、

「
雇
用
の
維
持
・
創
出
」
は
41
・
８
％
で

６
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
順
位
的
に
は

６
番
目
で
す
が
、
１
位
の
「
事
業
を
通

じ
て
」
は
事
業
の
継
続
で
あ
り
、
雇
用

も
当
然
含
ま
れ
る
わ
け
で
、
雇
用
の
重

要
度
は
極
め
て
高
い
と
言
え
ま
す
。

過
去
最
悪
を
更
新
し
て
い
る
失
業
率

で
す
が
、
今
年
は
ど
う
な
る
の
か
。
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
や
政
府
機
関
な
ど
に
聞
い

て
み
て
も
、
失
業
率
が
下
が
る
と
い
う

予
想
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
の
経
済
見

１月 2 2 日、『朝日新聞』の中川隆生編集委員を招き、「企業の雇用責任」
をテーマに第14回「識者と語る論談倶楽部」を開催した。

雇用･労働問題のスペシャリストとして新聞はもとより、いろいろな媒体
で健筆を振るっておられる氏は、豊富な取材に裏付けられた実例と見識をも
とに、失業の要因や構造からワークシェアリングの現状、「雇用と解雇」に
いたるまで、国内だけでなく、海外の例も引用して「企業の雇用責任」につ
いて語られた。わかりやすく説明されたことで、参加された広聴会員からは、

「よく理解できた」という感想が多く寄せられた。

フォーラム

「企業の雇用責任」
朝日新聞編集委員　中川　隆生 氏

識者と語る論談倶楽部

中川　隆生（なかがわ　たかお）

1945年　5月10日生まれ　

1970年　京都大学文学部卒業

1970年　朝日新聞社入社

西部本社 社会部、経済部を経て

東京本社経済部

1993年　朝日新聞東京本社 経済部編集委員

主に雇用、労働問題を担当

財界記者クラブ、厚生労働省記者

クラブ所属

P R O F I L E

極
め
て
高
い

「
企
業
の
雇
用
責
任
」

失
業
の
要
因
と
構
造

減
る
就
業
者

増
え
る
失
業
者

崩
れ
る　
「
終
身
雇
用
制
」



い
ま
す
。

多
様
な
就
業
対
応
型
の
モ
デ
ル
の
一

つ
は
オ
ラ
ン
ダ
。
パ
ー
ト
を
短
時
間
正

社
員
と
み
な
し
、
給
与
の
単
価
は
同
じ

で
、
保
険
は
平
等
な
ど
均
等
待
遇
を
前

提
に
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
対
応
型
は
、
日
本
で
は
公
的

年
金
の
支
給
が
２
０
１
３
年
に
65
歳
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
収
入
を
ど
う
す
る
か
が
問
題
に
な

り
ま
す
。
企
業
が
再
雇
用
し
た
り
定
年

延
長
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
検
討
さ

れ
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス

な
ど
で
は
逆
で
す
。
若
年
失
業
率
が

20
％
も
30
％
も
あ
り
、
高
齢
者
は
早
く

リ
タ
イ
ヤ
し
て
も
ら
う
方
法
も
と
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
が
欧
州
で
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に

対
し
、
産
業
界
の
反
応
は
冷
め
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

は
生
産
性
が
低
下
し
て
競
争
力
が
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

経
団
連
の
会
員
企
業
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

は
や
っ
て
い
な
い
し
、
導
入
す
る
気
は

な
い
」
と
答
え
た
企
業
が
85
％
。
残
り

の
15
％
の
半
分
は
「
時
短
で
雇
用
を
維

持
す
る
」
で
、
35
％
は
「
パ
ー
ト
を
増

や
す
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
商
工
会
議
所
の
山
口
信
夫
会
頭

は
「
給
料
が
高
い
大
企
業
は
給
料
を
下

げ
る
余
裕
が
あ
る
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

低
い
給
料
の
中
小
企
業
で
は
、
と
て
も

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
で
き
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

労
働
側
、
た
と
え
ば
連
合
な
ど
は
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
推
進
す
る
側
で

す
が
、
産
業
別
労
働
組
合
で
言
え
ば
、

電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
（
昔
の
ゼ
ン
キ
ン

連
合
と
金
属
機
械
が
合
併
し
て
で
き
た

組
合
）
が
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

鉄
鋼
業
界
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

を
や
る
余
裕
が
な
く
、
流
通
業
界
は
雇

用
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
余
裕

の
な
い
業
界
で
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
と
い
う
前
に
、
人
減
ら
し
を
し
て
し

ま
う
か
賃
下
げ
を
し
て
い
る
の
が
実
態

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
政
労
使
で

検
討
し
て
い
る
結
論
が
こ
の
３
月
に
出

ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
は
１
日
の
労
働
時
間
を

８
時
間
か
ら
７
時
間
に
減
ら
す
。
１
時

間
の
給
与
減
少
分
の
４
割
は
労
働
者
、

３
割
を
企
業
、
残
り
の
３
割
を
政
府
が

負
担
す
る
と
い
っ
た
方
法
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
雇
用
調
整
助
成
金

で
出
す
の
か
。
そ
う
い
っ
た
ア
イ
デ
ア

が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
「
”　

企
業
観

“
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
自
由
記
述
の
中
に
、
30
歳
代
の
女
性

か
ら
「
業
績
の
悪
化
を
理
由
と
し
た
人

員
整
理
は
、
そ
れ
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

失
敗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
員
の
痛
み

に
比
べ
て
経
営
陣
の
反
省
が
な
い
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

奥
田
日
経
連
会
長
は
「
構
造
改
革
な

く
し
て
雇
用
の
創
出
は
な
い
。
雇
用
対

策
な
く
し
て
構
造
改
革
な
し
と
考
え
て

い
る
」
と
し
た
う
え
で
「
一
部
に
、
企

業
が
雇
用
に
こ
だ
わ
る
か
ら
構
造
改
革

が
進
ま
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
誤
り
だ
。
不
良
債
権
の
処
理
な

ど
構
造
改
革
が
進
め
ば
、
一
部
の
企
業

が
整
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
残

念
な
が
ら
起
こ
っ
て
く
る
。
雇
用
維
持

が
重
要
だ
と
し
て
も
、
会
社
も
従
業
員

も
共
倒
れ
に
な
っ
た
ら
元
も
子
も
な
い
。

経
営
責
任
を
明
確
に
し
た
う
え
で
一
定

の
整
理
解
雇
な
ど
も
当
然
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
万

策
つ
き
た
最
後
の
手
段
で
あ
る
べ
き
だ
。

も
っ
と
も
警
戒
す
べ
き
は
、
い
く
つ
か

の
企
業
が
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
さ
な
い

ま
ま
、
安
易
な
人
員
削
減
に
手
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
経
営
者
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
が
拡
大
し
連
鎖
的
な
人
員
削
減
が

起
こ
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
破
た

ん
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。
簡
単
に
い
え
ば
、
雇
用
は
大
事
に

す
る
が
、
終
身
雇
用
は
経
済
が
成
長
し

て
い
る
時
期
に
で
き
る
も
の
で
、
そ
う

で
な
い
と
き
は
な
か
な
か
維
持
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
井
経
団
連
会
長
も
、
構
造
改
革
は

衰
退
産
業
に
い
る
労
働
者
を
成
長
産
業

に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
の
過
程
に
竿
を
さ
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
き
ち
ん

と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
作
れ
ば

い
い
と
い
う
考
え
の
よ
う
で
す
。

最
後
に
、「
雇
用
」
と
「
解
雇
」
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
春
闘
の
特
徴
の
１
つ
は
雇
用

保
証
協
定
で
す
。
賃
上
げ
要
求
は
し
な

い
が
、
雇
用
を
保
証
す
る
協
定
を
結
び

ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
、
鉄
鋼
労
連

が
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
鉄

鋼
連
盟
の
千
速
晃
会
長
は
、
そ
の
よ
う

な
考
え
は
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
雇
用
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
10

月
に
雇
用
対
策
法
が
で
き
、
採
用
す
る

際
に
、
年
齢
に
よ
る
差
別
を
し
て
は
い

け
な
い
―
こ
れ
は
努
力
義
務
で
す
が
―

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
出
席
し
て
い
た
電
機
の
経
営
者
に
後

で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
事
前
の
連
絡
は
し

て
い
る
と
釈
明
し
た
そ
う
で
す
が
、
経

営
者
の
間
で
批
判
が
出
る
ほ
ど
電
機
業

界
の
リ
ス
ト
ラ
は
激
し
い
も
の
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

電
機
業
界
は
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と

中
国
の
追
い
上
げ
と
い
う
こ
と
か
ら
業

績
不
振
に
陥
り
、
大
手
だ
け
で
も
７
万

人
、
も
っ
と
広
く
カ
ウ
ン
ト
す
れ
ば
10

万
人
規
模
で
人
員
を
削
減
し
た
わ
け
で

す
。そ

の
な
か
に
は
、
終
身
雇
用
の
象
徴

的
な
存
在
で
あ
っ
た
松
下
電
器
ま
で
が

昨
年
９
月
、
早
期
退
職
優
遇
制
度
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
５
０

０
０
名
と
見
ら
れ
て
い
た
希
望
者
が
２

倍
の
１
万
人
も
応
募
し
た
と
言
う
こ
と

で
す
。
ま
さ
に
日
本
の
雇
用
制
度
は
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
、
神
戸
製
鋼
所
が
従
業
員

の
賃
金
カ
ッ
ト
を
発
表
し
た
時
、
私
は
、

こ
れ
か
ら
は
雇
用
と
賃
金
カ
ッ
ト
が
キ

ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
出
て
き
た
の
が
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
え
ば
、
失
業
率

が
10
％
を
超
え
て
い
る
欧
州
で
や
っ
て

い
る
話
で
、
日
本
は
そ
こ
ま
で
し
な
く

て
も
、
労
使
が
協
調
し
、
残
業
調
整
や
、

配
置
転
換
な
ど
で
対
処
し
て
い
け
る
と

い
う
認
識
で
し
た
。「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
た
が
、

議
論
も
さ
れ
ず
、
現
実
の
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

厚
生
労
働
省
も
、
こ
れ
ま
で
は
慎
重

に
検
討
す
べ
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
背
景
は
、
政
府
の
総
合
雇
用
対

策
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
今
年
の
春
く

ら
い
ま
で
は
「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
考

え
て
い
た
の
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
今

年
は
国
政
選
挙
が
な
い
の
で
、
国
会
議

員
か
ら
地
元
対
策
と
し
て
の
要
求
が
強

く
な
い
だ
ろ
う
と
踏
ん
で
い
た
こ
と
で

す
。し

か
し
、
そ
の
厚
生
労
働
省
が
急
に

方
向
転
換
し
た
の
で
す
。

変
身
の
原
因
は
、
そ
の
後
失
業
率
が

予
想
を
超
え
て
悪
化
し
た
か
ら
で
す
。

失
業
率
が
さ
ら
に
上
が
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で

は
政
治
が
持
た
な
い
と
判
断
し
た
フ
シ

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
的
な
余
裕
は
全
く
な

い
。
そ
こ
で
、
政
府
と
し
て
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
に
取
り
組
め
ば
、
雇
用
問

題
を
重
要
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
見
た
わ
け
で
す
。

政
労
使
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
検

討
会
の
結
論
が
こ
の
３
月
に
出
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
に
な
れ
ば
来
年
度
の
予
算
も

通
過
し
、
そ
の
後
の
対
策
も
改
め
て
検

討
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
合
は
今
年
の
ベ
ア
で
統
一
要
求
は

出
し
て
い
ま
せ
ん
。
笹
森
清
会
長
は
、

雇
用
を
前
面
に
出
し
、
労
働
時
間
を
削

減
し
た
場
合
に
は
そ
の
分
賃
金
を
下
げ

て
も
い
い
と
発
言
し
ま
し
た
。

リ
ス
ト
ラ
を
進
め
て
い
る
日
経
連
は
、

一
方
で
、
雇
用
の
確
保
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
姿
勢
を
打
ち
出
す
必
要

も
あ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
前

向
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の
議
論

が
急
に
高
ま
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
こ

の
よ
う
な
三
者
三
様
の
思
惑
が
あ
る
わ

け
で
す
。

「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
と
は

「
仕
事
の
分
か
ち
合
い
」
で
す
が
、
き
ち

っ
と
し
た
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
欧
州
委
員
会
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
日
経
連
、
連
合
な
ど
で
そ
れ

ぞ
れ
定
義
を
し
て
い
ま
す
が
、
要
は

「
労
働
時
間
」
と
「
賃
金
」
と
「
雇
用
」

の
適
切
な
配
分
政
策
の
こ
と
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
は
大
き
く

分
け
て
４
つ
の
型
が
あ
り
ま
す
。
緊
急

避
難
型
、
雇
用
創
出
型
、
多
様
な
就
業

対
応
型
、
高
年
齢
者
対
応
型
で
す
。

緊
急
避
難
型
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ォ
ル

ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
が
実
施
し
た
「
週
35
時

間
の
労
働
時
間
を
週
28
・
５
時
間
に
下

げ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
日
本
で
は

日
野
自
動
車
が
２
年
前
に
実
施
し
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
三
洋
電
機
が
実
施
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
型
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
実
施

し
た
「
法
定
労
働
時
間
を
週
39
時
間
か

ら
35
時
間
に
す
る
」
と
い
う
も
の
が
有

名
で
す
。
強
制
的
に
時
短
を
実
施
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
50
万
人
く
ら
い
の
雇
用

を
生
み
出
す
と
み
て
い
ま
す
。
社
会
保

険
な
ど
に
つ
い
て
は
政
府
が
補
填
し
て

識者と語る論談倶楽部
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の
こ
ろ
出
て
き
た
フ
リ
ー
タ
ー
は
「
自

分
が
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
の
だ
」

と
い
う
よ
う
な
前
向
き
の
姿
勢
が
あ
っ

た
。
最
近
の
フ
リ
ー
タ
ー
は
フ
リ
ー
タ

ー
の
ま
ま
30
歳
を
越
え
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
ほ
と
ん

ど
キ
ャ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
な
い
ま
ま
中

堅
、
中
年
に
な
っ
て
し
ま
う
。
細
切
れ

の
仕
事
し
か
や
っ
て
い
な
い
と
み
な
さ

れ
て
し
ま
う
た
め
、
定
職
に
就
こ
う
と

履
歴
書
を
持
っ
て
い
っ
て
も
相
手
に
さ

れ
な
い
。

そ
う
い
う
人
た
ち
は
収
入
が
少
な
く
、

不
安
定
で
す
。
こ
の
た
め
、
社
会
保
険

や
年
金
を
負
担
し
き
れ
な
い
人
が
増
加

し
、
社
会
保
障
制
度
を
揺
る
が
し
か
ね

ま
せ
ん
。
二
重
三
重
に
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
若
年
者
を

対
象
に
し
た
雇
用
対
策
は
、
ほ
と
ん
ど

見
当
た
り
ま
せ
ん
。

―
―
こ
れ
か
ら
の
雇
用
の
展
望
に
つ
い

て
、
大
企
業
の
社
会
貢
献
と
い
う
観
点

か
ら
考
え
た
ら
ど
う
か
。
60
歳
か
ら
65

歳
は
、
賃
金
は
少
な
く
な
る
が
正
社
員

と
し
て
雇
用
し
、
一
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
世

論
形
成
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

中
川

60
歳
以
降
の
賃
金
カ
ッ
ト
で
す

が
、
最
近
鉄
鋼
労
連
が
出
し
た
ハ
ー
フ

勤
務
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
賃
金
も

半
分
。
そ
の
余
暇
を
社
会
貢
献
活
動
な

ど
に
使
っ
て
も
ら
う
。
た
だ
、
企
業
に

高
年
者
を
抱
え
る
余
裕
が
あ
る
こ
と
が

前
提
で
す
。
そ
れ
と
、
20
代
、
30
代
、

40
代
の
人
た
ち
の
雇
用
が
厳
し
い
状
態

の
時
に
そ
う
し
た
こ
と
が
言
え
る
か
、

世
代
間
の
賃
金
の
シ
ェ
ア
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

『
一
か
ら
わ
か
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
』
を
出
し
た
長
坂
拓
殖
大
学
教
授

は
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
社
会
改

革
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
地
方
の
企
業
城
下
町
で

は
、
企
業
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

地
域
が
困
る
。
し
か
し
、
社
員
は
そ
こ

に
家
が
あ
る
の
で
、
賃
金
が
下
が
っ
て

も
生
き
て
い
き
や
す
い
。
そ
う
い
う
社

員
を
リ
ス
ト
ラ
で
解
雇
す
る
の
で
な
く
、

短
時
間
社
員
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

日
本
の
地
域
社
会
を
守
る
。
一
気
に
解

雇
し
て
工
場
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
と
、

地
域
社
会
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に

懸
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

―
―
フ
リ
ー
タ
ー
だ
け
で
も
１
５
０
万

人
、
パ
ラ
サ
イ
ト
が
３
５
０
万
人
と
か

言
わ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

時
代
だ
か
ら
当
然
、
従
来
の
「
雇
用
」

の
見
方
で
は
解
決
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
、「
請
負
」
と
か
だ
。
因

み
に
私
は
80
歳
に
近
い
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
･
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ

ス
を
し
て
い
る
。

中
川

難
し
い
問
題
で
す
。
た
し
か
に

「
請
負
」
が
増
え
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

そ
れ
に
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

ス
モ
ー
ル
オ
フ
ィ
ス
･
ホ
ー

ム
オ
フ
ィ
ス

的
に
前
向
き
の
形
の
も
の

と
、
も
う
ひ
と
つ
は
雇
う
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
る
付
加
給
付
を
避
け
た
い
た
め

に
請
負
化
す
る
形
。
た
と
え
ば
、
正
社

員
を
請
負
に
し
て
労
働
コ
ス
ト
を
切
り

さ
げ
る
よ
う
な
場
合
が
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
、
前
向
き
と
い
う
よ
り
後
ろ
向
き

で
す
。
や
は
り
両
面
を
見
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

―
―
主
婦
の
就
業
形
態
は
今
後
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
。
夫
の
扶
養
控

除
の
範
囲
内
で
働
き
た
い
が
ま
っ
た
く

相
手
に
さ
れ
な
い
。
１
３
０
万
円
の
上

限
を
も
っ
と
上
げ
て
く
れ
れ
ば
主
婦
は

も
っ
と
自
由
に
働
け
る
と
思
う
が
。

中
川

１
３
０
万
円
の
件
は
年
金
審
議

会
で
所
得
制
限
を
半
額
の
65
万
円
に
す

る
と
か
年
金
の
参
加
者
を
増
や
そ
う
と

し
て
い
る
動
き
も
あ
る
な
ど
、
女
性
の

な
か
で
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
問
題
は
、
基
礎

年
金
の
財
政
的
な
問
題
か
ら
見
て
い
ず

れ
基
礎
年
金
部
分
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
基

礎
年
金
を
税
金
に
す
る
と
い
う
意
見
も

あ
り
議
論
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

（
文
責
・
主
任
研
究
員
　
林
　
祐
輔
）

識者と語る論談倶楽部
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一
方
、
解
雇
の
ル
ー
ル
も
整
備
す
る

べ
き
だ
と
い
う
動
き
も
出
て
い
ま
す
。

解
雇
ル
ー
ル
に
対
し
て
は
三
者
三
様

で
す
。
大
き
く
は
「
解
雇
の
自
由
」
と

「
解
雇
を
規
制
す
る
」
と
い
う
２
つ
に
分

か
れ
ま
す
。
前
者
は
、
正
社
員
は
解
雇

し
に
く
い
の
で
、
雇
用
が
増
え
な
い
。

解
雇
を
自
由
に
す
れ
ば
雇
用
が
増
え
る

と
い
う
、
米
国
企
業
が
求
め
る
論
理
で

す
。
規
制
改
革
を
推
進
し
て
い
る
日
本

経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
八
代
尚
宏
理
事

長
、
小
嶌
典
明
大
阪
大
教
授
な
ど
の
学

者
グ
ル
ー
プ
が
主
張
し
て
い
ま
す
。

後
者
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
解
雇
を

厳
し
く
す
る
法
律
を
制
定
す
べ
き
だ
と

い
う
意
見
で
す
。
整
理
解
雇
の
ル
ー
ル

が
判
例
で
定
着
し
て
い
る
日
本
の
場
合
、

整
理
解
雇
す
る
場
合
に
は
、
人
員
削
減

の
必
要
性
、
解
雇
回
避
の
努
力
義
務
、

基
準
・
選
定
の
合
理
性
、
手
続
き
の
合

理
性
と
い
う
４
つ
の
要
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
法
律
化

す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
、
連
合
な
ど

が
主
張
し
て
い
ま
す
。

一
方
日
経
連
は
、
法
律
が
で
き
れ
ば
、

行
政
側
の
介
入
が
大
き
く
な
る
と
し
て

反
対
し
て
い
ま
す
。

年
齢
差
別
を
禁
止
し
た
ら
厳
密
に
は

新
卒
を
採
用
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
定

年
制
も
で
き
な
く
な
る
。
経
営
側
は
、

能
力
や
成
果
が
あ
が
ら
な
け
れ
ば
解
雇

で
き
る
と
い
う
条
件
が
な
い
と
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
な
い
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

終
身
雇
用
が
崩
れ
て
き
て
、
労
働
力

の
流
動
化
が
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
幹
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
慶
応
大
学
の
清
家

篤
教
授
の
『
定
年
破
壊
』
と
い
う
本
が

話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
解
雇
に
つ
い

て
も
っ
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

解
雇
に
つ
い
て
ど
う
ル
ー
ル
化
す
る

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
雇
用

情
勢
の
悪
化
、
賃
下
げ
な
ど
の
状
況
の

な
か
で
、
雇
用
の
流
動
化
が
も
う
す
こ

し
ス
ム
ー
ズ
に
、
働
く
者
が
犠
牲
に
な

ら
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
い

も
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
30
代
前
半
の
私
の
息
子
は
、
一
部

上
場
の
精
密
機
械
の
会
社
に
勤
務
し
て

い
る
。
夜
は
９
時
ご
ろ
ま
で
働
き
、
休

日
も
出
勤
。
研
究
開
発
部
門
は
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
導
入
で
き
な
い
の
か
。

中
川

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
労
働

時
間
で
管
理
す
る
職
場
で
適
用
さ
れ
る

も
の
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
場
合
、

最
近
で
は
時
間
管
理
で
は
な
く
、
成
果

で
み
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
会
社
が
多

い
。
と
く
に
研
究
開
発
に
な
る
と
会
社

で
や
る
場
合
も
あ
る
し
自
宅
で
や
る
場

合
も
あ
る
。
問
題
は
過
労
死
と
い
う
こ

と
も
あ
る
よ
う
に
働
き
過
ぎ
で
す
。
裁

量
労
働
に
つ
い
て
限
定
的
に
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
広
が
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

最
近
、
日
経
連
が
主
張
し
て
い
る
の

は
、
ア
メ
リ
カ
で
行
な
っ
て
い
る
エ
グ

ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
―
例
外
と
い
う
こ
と
で

す
が
―
で
す
。
日
本
で
い
う
と
管
理
職

的
な
働
き
方
で
す
。
管
理
職
は
残
業
代

が
つ
か
な
い
か
わ
り
に
管
理
職
手
当
が

つ
く
。
こ
れ
を
労
働
組
合
員
レ
ベ
ル
ま

で
広
げ
て
く
れ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

奥
田
日
経
連
会
長
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
難
し
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。

―
―
企
業
や
行
政
が
で
き
な
い
こ
と
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
や
っ
て
も
ら
う
べ

き
だ
。
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
労
働
者
も
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
働
く
。
給
料
は
減
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
雇
用
の
創
出
で
あ
り
、
本
人

に
と
っ
て
は
生
き
が
い
に
な
る
と
思
う
。

中
川

賛
成
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
も
で
き

助
成
措
置
も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

寄
付
の
税
控
除
等
を
始
め
、
ま
だ
十
分

に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
場
合
で
す
と
、
給
料
を

も
ら
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
し
て
い
る
人

が
数
百
万
人
い
る
と
い
う
統
計
も
あ
り
、

雇
用
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
概
念
が

日
本
と
は
違
っ
て
い
る
事
情
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
利
益
を
追
求
し
な

い
と
こ
ろ
で
第
３
の
雇
用
と
い
う
か
生

き
甲
斐
を
得
ら
れ
る
仕
事
が
増
え
て
い

く
べ
き
で
し
ょ
う
。
問
題
は
そ
れ
で
生

活
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
助
成
措
置

と
か
市
民
の
協
力
と
か
あ
る
と
思
い
ま

す
。

―
―
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
「
一
日
契
約
社
員
」
と

い
う
の
を
紹
介
し
て
い
た
。
若
い
人
が

時
間
の
切
り
売
り
を
し
て
い
る
わ
け
だ

が
、
労
使
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
労

働
災
害
の
補
償
や
年
金
問
題
な
ど
が
不

問
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
若
い
人

の
生
活
態
度
が
気
に
な
る
。

中
川

き
わ
め
て
深
刻
な
話
だ
と
思
い

ま
す
。
総
務
省
の
統
計
は
常
用
雇
用
、

臨
時
雇
用
、
日
雇
い
と
分
か
れ
て
い
ま

す
。常

用
は
正
社
員
、
臨
時
は
一
カ
月
〜

一
年
未
満
、
日
雇
い
は
一
カ
月
未
満
で

す
。
最
近
の
傾
向
は
、
臨
時
が
減
っ
て

日
雇
い
が
増
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
企

業
は
ま
す
ま
す
細
切
れ
で
雇
用
を
し
て

い
る
の
で
す
。

ま
た
フ
リ
ー
タ
ー
で
す
が
、
バ
ブ
ル
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私
ど
も
は
、
明
治
12
年
に
大
阪
で
創

刊
さ
れ
た
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
と
、
そ

の
９
年
後
に
創
刊
さ
れ
た
『
東
京
朝
日

新
聞
』
の
２
社
が
、
昭
和
15
年
に
合
併

し
て
現
在
の
『
朝
日
新
聞
』
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
、
東
京
･
名
古
屋
・
大
阪
・
北

九
州
に
本
社
を
置
い
て
お
り
、
印
刷
工

場
は
全
国
に
19
カ
所
あ
り
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
東
京
本
社
と
そ
れ
以

外
の
３
本
社
が
発
行
す
る
新
聞
と
で
は
、

『
朝
日
新
聞
』
と
い
う
新
聞
名
を
書
い
た

背
景
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
は

“山
桜
”
で
、
そ
れ
以
外
は
“
葦
”
で
す
。

こ
れ
は
、
東
西
で
創
刊
さ
れ
た
当
時
の

も
の
を
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

新
聞
の
使
命
は
、
正
確
か
つ
迅
速
に

全
国
の
読
者
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
刻
一
刻
と
変
化
し
て
い

く
ニ
ュ
ー
ス
を
全
国
一
律
の
新
聞
で
お

届
け
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
こ

で
、
配
達
に
時
間
の
か
か
る
遠
隔
地
域

向
け
は
、
内
容
の
締
め
切
り
時
間
を
早

め
て
印
刷
し
、
発
送
し
ま
す
。
一
方
、

印
刷
場
か
ら
近
い
地
域
は
、
締
め
切
り

が
遅
く
て
良
い
の
で
、
よ
り
最
新
の
ニ

ュ
ー
ス
ま
で
掲
載
出
来
ま
す
。
新
聞
の

各
ペ
ー
ジ
左
上
に
付
し
た
“
12
版
”
、

“
14
版
”
が
、
そ
れ
を
意
味
し
て
お
り
、

締
切
り
時
間
が
遅
い
新
聞
ほ
ど
、
こ
の

数
字
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
気
づ
か
れ
る
方
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
新
聞
の
背
の
部
分
に
数

字
が
打
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ど

こ
の
工
場
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
か
を
示

す
も
の
で
、
万
が
一
、
印
刷
に
不
具
合

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
責
任
を
明
確
に

す
る
た
め
に
つ
け
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
業
界
他
紙
に
先
駆
け
て
２

０
０
１
年
４
月
に
「
Ｃ
Ｓ
推
進
室
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ
つ
ま
り
顧
客
満

足
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
、

顧
客
（
読
者
）
満
足
を
念
頭
に
お
い
て

紙
面
づ
く
り
を
し
て
き
た
か
と
い
う
と
、

残
念
な
が
ら
そ
う
で
は
な
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
１
２
０
年
間
、
新
聞

社
側
の
自
己
満
足
だ
け
で
紙
面
を
作
っ

て
き
た
と
言
え
ま
す
。
今
、
こ
の
こ
と

を
反
省
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
活
字
離

れ
・
新
聞
離
れ
が
言
わ
れ
る
中
、
読
者

の
皆
様
が
満
足
さ
れ
、
購
読
紙
に
選
ん

で
い
た
だ
け
る
新
聞
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を

推
進
す
る
の
が
、
私
ど
も
Ｃ
Ｓ
推
進
室

の
役
目
で
す
。

Ｑ
新
聞
記
者
の
中
で
、
キ
ャ
ッ
プ
や

デ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る
人
は
、
ど
う

い
う
役
割
を
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
新
聞
紙
面
の
ニ
ュ
ー
ス
の
大
半

は
、
記
者
が
取
材
し
て
書
き
ま
す
。

朝
日
新
聞
の
記
者
は
、
全
国
に
約
２，

５
０
０
名
お
り
ま
す
。
例
え
ば
「
経
済

部
」
で
あ
れ
ば
「
自
動
車
担
当
」
と
か

「
電
機
担
当
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
チ
ー
ム
で
取
材
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
リ
ー
ダ
ー
格
を
通
常
“
キ
ャ

ッ
プ
”
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

一
方
“
デ
ス
ク
”
と
い
う
の
は
、
記

者
の
原
稿
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
記
者

同
士
の
原
稿
を
合
体
さ
せ
た
り
し
て
、

最
終
的
に
紙
面
に
載
せ
る
記
事
を
作
る

役
で
す
。
い
つ
も
デ
ス
ク
か
ら
動
か
ず

“
で
〜
ん
”
と
座
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

“
デ
ス
ク
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
業
界
特
有
の
呼
称
で
す
。

Ｑ
「
ひ
と
と
き
」
は
、
大
変
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
中
に
は
常
連
と
思

わ
れ
る
方
の
投
稿
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

こ
の
欄
の
採
用
倍
率
は
高
い
の
か
低
い

の
か
。Ａ

「
ひ
と
と
き
」
は
、
大
変
に
ご
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
投
稿
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

全
国
に
、「
ひ
と
と
き
会
」
と
い
う
有

志
の
集
ま
り
が
あ
り
、
「
ど
う
す
れ
ば
、

紙
面
に
採
用
さ
れ
る
か
」
な
ど
を
研
究

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

熱
心
に
ご
投
稿
い
た
だ
く
方
が
多
数

お
ら
れ
る
の
で
す
が
、
掲
載
ス
ペ
ー

ス
・
頻
度
か
ら
し
て
、
ど
う
し
て
も
採

用
数
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
は
、
大
変
高
い
競
争
倍
率
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
投
稿
者
の
中
に
は
、
確

か
に
も
の
の
見
方
の
鋭
い
方
が
お
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、

偏
り
が
な
い
よ
う
、
担
当
の
「
学
芸
部
」

で
十
分
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

朝
日
新
聞
は
、
８
３
０
万
人
の
方
に

お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

読
者
と
の
つ
な
が
り
は
、
あ
る
よ
う
で

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
投
稿

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
座
談
会
な
ど
を
通

じ
て
、
少
し
で
も
読
者
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
新
聞
紙

面
を
通
じ
て
、
議
論
の
輪
が
拡
が
る
と

い
う
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。Ｑ

企
業
の
株
主
総
会
日
が
集
中
す
る

の
は
、
株
主
軽
視
だ
。
こ
れ
に
対

し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の

が
新
聞
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
企
業
が
株
主
総
会
を
行
な
う
ま
で

に
は
、
所
定
の
手
続
が
あ
り
、
か

な
り
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ
し
て

「
な
る
べ
く
早
く
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ
し
よ

う
」
と
考
え
る
と
、
決
算
月
が
同
じ
企

業
で
あ
れ
ば
、
株
主
総
会
の
開
催
日
が

集
中
し
が
ち
な
の
は
や
む
を
得
な
い
、

と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
以
前
の
よ
う
に
、

総
会
屋
の
影
響
を
恐
れ
て
開
催
日
が
集

中
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
加
え
、
東

京
証
券
取
引
所
の
指
導
も
あ
り
、
分
散

化
は
進
ん
で
い
ま
す
。

新
聞
も
、
総
会
屋
の
影
響
を
排
除
す

る
た
め
、
社
会
部
な
ど
が
警
察
を
後
押

し
す
る
よ
う
な
記
事
を
書
く
な
ど
し
て
、

開
催
日
の
分
散
化
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
最
近
、
他
紙
か
ら
朝
日
新
聞
に
切

り
替
え
た
。
そ
の
理
由
は
、
私
が

し
て
い
る
地
域
活
動
に
関
し
て
受
け
た

取
材
の
中
で
、
朝
日
新
聞
の
記
者
の
対

応
が
と
て
も
丁
寧
だ
っ
た
か
ら
だ
。

Ａ
現
在
は
、
各
世
帯
が
1
部
以
上
の

新
聞
を
購
読
し
て
お
り
、
飽
和
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
部
数
を
拡
大
す

る
に
は
、
他
紙
か
ら
自
社
の
新
聞
に
切

り
替
え
て
も
ら
う
以
外
に
方
策
は
な
い

わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
を

的
確
か
つ
迅
速
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
読
者
の
皆
さ
ん
と
の
親

密
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

仰
る
よ
う
に
、
記
者
が
一
般
の
皆
さ

ん
を
取
材
し
記
事
に
す
る
場
合
、
記
者

に
も
Ｃ
Ｓ
意
識
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。Ｑ

雨
の
日
に
新
聞
を
ビ
ニ
ー
ル
包
装

し
て
届
け
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
販
売
店
が
や
っ
て
い
る
の
か
。
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Q
&
A 第5 5 ･ 5 6・5 7回の「企業と生活者懇談会」を、昨年 1 0月から

1 2月にかけて東京･奈良･仙台の3地区で開催し、東京･千葉･神
奈川、奈良･京都･大阪、宮城・山形の会員 3 0名の皆さんが出
席されました｡

第5 5 回の朝日新聞と 5 7 回のニッカウヰスキーは初めてで、
5 6 回の関西セキスイ工業は、これまで何度も訪問している積
水化学工業グループの一員です｡
出席した会員の皆さんは、熱心に質問や提案をされていました。

これからも、新しい企業の協力をいただき、会員の皆様のご
期待に添えるように進めていきたいと思います｡

朝
日
新
聞
社

か
ら
の
説
明

第55回

第56回

第57回

開催日

10月29日

11月29日

12月12日

開催地

東　京

奈　良

仙　台

協力企業

朝日新聞　東京本社

関西セキスイ工業

ニッカウヰスキー

テーマ

｢新聞ができるまで｣

「住宅と環境」

「良い環境が生む、良いウイスキー」



す
。朝

日
新
聞
は
以
前
か
ら
「
論
高
情
低
」

（
論
が
先
行
し
て
、
情
報
が
少
な
い
）
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
程
度
当
社

の
ス
タ
ン
ス
は
明
確
に
出
し
続
け
ま
す

が
、
今
後
は
、「
情
高
論
低
」
に
シ
フ
ト

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。Ｑ

若
者
の
活
字
離
れ
・
新
聞
離
れ
は

問
題
だ
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
対
策
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
若
者
の
新
聞
離
れ
は
、
私
ど
も
に

と
っ
て
大
変
深
刻
な
問
題
で
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
親
が
新
聞
を
読
ん

で
い
る
姿
を
見
て
い
な
い
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ

ン
・
携
帯
電
話
な
ど
電
子
媒
体
に
と
ら

れ
る
時
間
が
長
く
、
新
聞
を
読
む
時
間

が
な
い
。
余
談
で
す
が
、
1
日
の
中
で
、

新
聞
を
読
む
時
間
が
平
均
20
分
、
携
帯

電
話
や
テ
レ
ビ
な
ど
が
２
時
間
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
出
来
る
だ
け
新
聞
に
割

く
時
間
を
多
く
し
て
も
ら
え
る
よ
う
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
1
日
の
時

間
は
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

媒
体
間
の
時
間
の
奪
い
合
い
で
す
。

と
は
申
し
ま
し
て
も
、
な
か
な
か
妙

案
が
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
ス
ポ
ー

ツ
面
や
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
欄
を
充
実
し

た
り
、
書
評
な
ど
に
マ
ン
ガ
を
取
り
入

れ
た
り
と
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く

り
に
取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
テ
レ
ビ
と
い
う
媒
体
は
、

そ
の
場
限
り
で
、
内
容
に
つ
い
て
あ
ま

り
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
新
聞
は
、
反
復
し
て
読
み
返

す
こ
と
が
出
来
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。「
考
え

る
」
こ
と
が
減
っ
て
い
る
現
代
に
あ
っ

て
は
、
新
聞
こ
そ
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
だ

と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
点
で
は
な
く
線

あ
る
い
は
面
と
し
て
一
つ
の
事
象
を
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
取
材
力
に

し
て
も
新
聞
の
方
が
記
者
数
で
10
倍
く

ら
い
多
い
た
め
、
内
容
に
つ
い
て
は
絶

対
的
に
自
信
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

特
徴
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。
い
ず
れ
に

し
ま
し
て
も
、
若
年
層
の
取
り
込
み
は
、

社
の
至
上
命
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
新
聞
社
は
、
長
期
間
購
読
し
て
い

る
読
者
へ
の
対
応
が
悪
い
。
半
年

ご
と
に
契
約
を
更
新
す
る
よ
う
な
人
に

対
し
て
ど
う
し
て
過
剰
な
景
品
を
渡
す

の
か
。Ａ

景
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
指
摘

の
通
り
で
す
。
こ
れ
は
新
聞
社
側

（
拡
張
員
な
ど
）
が
「
洗
剤
を
も
っ
て
こ

な
い
と
、
お
宅
の
新
聞
を
と
ら
な
い
」

と
お
客
様
に
言
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
自
縄
自
縛
で
す
。

長
期
で
ご
契
約
い
た
だ
い
て
い
る
お

客
様
を
ど
の
よ
う
に
大
事
に
し
て
い
く

か
に
つ
い
て
は
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
手
付
か
ず

の
問
題
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ず
っ

と
朝
日
新
聞
の
フ
ァ
ン
で
い
て
下
さ
る

よ
う
に
、
相
当
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
新
聞
社
で
印
刷
し
た
新
聞
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
販
売
店
に
送
ら
れ
、
そ

こ
で
チ
ラ
シ
な
ど
と
セ
ッ
ト
に
さ
れ
て
、

各
家
庭
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

朝
日
新
聞
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
（
ア
サ
ヒ

サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー
）
と
い
う
系
列
の

販
売
店
と
一
緒
に
「
気
配
り
配
達
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
ビ
ニ
ー
ル
包
装
を
始
め

た
の
で
す
。
現
在
で
は
他
紙
も
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
て
配
達
し
て
い
ま
す
。

「
気
配
り
配
達
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

始
め
た
理
由
は
、
顧
客
満
足
の
向
上
と

そ
れ
に
よ
る
販
売
部
数
拡
大
の
た
め
で

す
。
業
界
で
は
、
新
聞
購
読
者
の
３
分

の
1
が
「
朝
日
新
聞
が
好
き
」、
３
分
の

1
が
「
ど
の
新
聞
で
も
良
い
が
何
と
な

く
朝
日
新
聞
を
読
ん
で
い
る
」、
そ
し
て

残
り
３
分
の
1
が
「
次
々
に
購
読
紙
を

変
え
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
私
ど
も
に
は
、
現
状
の
部
数
に
あ

ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
と
、
次
第
に
減
っ

て
し
ま
う
と
い
う
強
い
危
機
感
が
あ
り

ま
す
。

何
故
、
そ
れ
ほ
ど
購
読
部
数
が
大
事

な
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
我
々
が
求
め

る
の
は
「
影
響
力
＝
中
身
×
部
数
」
だ

か
ら
で
す
。
購
読
部
数
が
落
ち
て
影
響

力
が
弱
ま
れ
ば
、
主
張
し
て
も
空
回
り

に
終
わ
り
ま
す
し
、
読
者
が
欲
す
る
よ

う
な
有
用
な
情
報
を
仕
入
れ
る
取
材
に

も
事
欠
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
拡
販
活
動
と
合
わ
せ
て
、

こ
う
し
た
「
気
配
り
配
達
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
よ
う
な
地
道
な
サ
ー
ビ
ス
が
重

要
に
な
る
わ
け
で
す
。

Ｑ
日
本
は
、
署
名
入
り
の
新
聞
記
事

が
少
な
い
。
主
張
す
る
た
め
に
も

署
名
記
事
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
新
聞
社
に
よ
っ
て
は
、
既
に
記
者

の
署
名
を
、
原
則
す
べ
て
の
記
事

に
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
も
、
編
集
委
員
の
記
事
な
ど
、

意
見
や
主
張
を
含
む
も
の
に
は
署
名
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。

一
般
の
記
事
に
つ
い
て
も
、
読
者
と

の
距
離
を
縮
め
、
朝
日
新
聞
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
と
い
う
観
点
か
ら
、

徐
々
に
署
名
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
サ
ヒ
コ
ム
の
よ
う
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ア
ク
セ
ス
さ
れ
読
ま
れ

る
記
事
で
あ
れ
ば
、
ア
ク
セ
ス
件
数
な

ど
か
ら
読
者
の
関
心
の
度
合
い
が
測
れ

ま
す
。
し
か
し
紙
媒
体
の
新
聞
で
は
、

ど
の
く
ら
い
の
人
が
ど
の
記
事
を
読
ん

で
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
反
応
を
し
て
い

る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
、
な
か
な

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
ト
ヨ
タ
の
セ
ル
シ
オ
で
は
、

ど
の
よ
う
な
人
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
の
か
、

カ
ロ
ー
ラ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
ど
の
よ
う

に
違
う
の
か
な
ど
が
明
確
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
新
聞
の
場
合
は
、「
誰

に
向
け
て
こ
の
記
事
を
書
く
の
か
」、
つ

ま
り
読
者
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
明
確

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

カ
ス
タ
マ
ー
（
顧
客
）
が
明
確
に
な

っ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
サ
テ
ィ
ス

フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
（
満
足
）
も
明
確
に
出

来
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
８
３
０
万

部
も
発
行
し
て
い
る
新
聞
の
場
合
、
確

か
に
読
者
を
絞
り
に
く
い
の
で
す
が
、

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
読
者
（
タ
ー
ゲ

ッ
ト
）
を
明
確
に
し
、
そ
の
上
で
署
名

記
事
を
増
や
し
、「
こ
の
記
者
が
書
い
た

記
事
な
ら
間
違
い
が
な
い
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
朝
日
新
聞
は
、
報
道
機
関
と
言
え

ど
も
私
企
業
な
の
だ
か
ら
、
無
理

に
公
正
中
立
を
保
つ
の
で
は
な
く
、
自

社
の
ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
し
た
方
が
、

読
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い

か
。Ａ

よ
く
「
右
寄
り
」
「
左
寄
り
」
と

言
い
ま
す
が
、
こ
の
定
義
自
体
が

今
で
は
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
、
報
道
や
論
評
の
対
象
と
な

る
事
件
な
ど
に
関
し
て
も
、
時
間
の
経

過
に
従
っ
て
状
況
は
刻
々
と
変
化
し
ま

す
。
あ
る
時
点
で
客
観
的
に
正
し
い
と

思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
数
日
後
に
は
正

し
く
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。

新
聞
が
世
論
を
作
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
世
論
を
作
る

の
は
、
日
本
と
い
う
国
を
形
成
し
て
い

る
国
民
一
人
一
人
な
の
で
す
。
新
聞
の

務
め
は
、「
考
え
る
材
料
」
を
な
る
べ
く

多
く
提
供
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

企 業 と 生 活 者 懇 談 会
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活版に向ってピンセットで活字を

拾っている職人がいない、半世紀

ぶりに見た新聞社での当然の光景
でした。また、パルプの原料は木

ですが、ロール紙に印刷された新

聞をのこぎりで切断するというお

話にとても驚きました。

●

活字離れが叫ばれて久しいが、新

聞を読むことで、記事内容を受け
止めると同時に自分で考える力も

つくと思う。それが個々の価値判

断基準を作るのではないか。

●

これまで高座にいた新聞業界もＣ

Ｓの考え方の浸透によって、購読

者を意識した紙面作りへ大きく変

わってくるのだろうと思う。懇談
会では、発信者（新聞社）と受信

者（読者）の意識のずれが掘り下

げられて有意義だった。

●

これまで新聞は記事だけを読んで

いました。見学してからは、切断

の際の爪穴やカラー刷りの見当合
わせの目印、印刷工場番号など、

今まで気付かなかったことを再確

認しながら読んでいます。

●

新聞が重要なメディアとして存在

し続けるために、一方的な情報発

信だけでなく、読者からの発信の
場や、読者と記者或いは論説委員

との交流の場があっても良いと思

う。同時に、新聞離れを防ぐため、

教育現場で教材にできるような紙

面づくりも進めてほしい。

出席者の感想から



数
年
に
一
度
は
水
不
足
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
水
は
無
尽
蔵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ご
質
問
の
よ
う
な
雨
水
の
活

用
や
中
水
と
い
う
水
の
再
利
用
が
検
討

さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。

す
で
に
、
大
型
の
建
造
物
や
ビ
ル
な

ど
で
は
、
ト
イ
レ
･
散
水
･
冷
却
水
･

洗
浄
水
な
ど
に
、
水
の
再
利
用
シ
ス
テ

ム
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
で
も
集

合
住
宅
や
地
域
単
位
で
の
導
入
は
進
ん

で
い
ま
す
。

た
だ
し
、
個
々
の
住
宅
で
の
導
入
は
、

設
備
の
小
型
化
や
そ
の
適
切
な
保
守
管

理
の
方
法
な
ど
解
決
す
る
べ
き
課
題
も

多
く
あ
り
、
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

Ｑ
現
場
に
搬
入
さ
れ
た
ユ
ニ
ッ
ト
を

見
て
変
更
要
望
が
出
た
場
合
、
そ

の
対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
ご
注
文
を
い
た
だ
く
前
に
、
ま
ず

展
示
場
等
で
出
来
上
が
り
の
イ
メ

ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
か
ら
設

計
図
を
書
き
ま
す
。
し
か
し
、
ユ
ニ
ッ

ト
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
の
変
更
要
望

も
出
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
少
し
で
も
要
望
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
に
、
実
際
は
10
％
で
済
む
現
場
搬

入
後
の
作
業
工
数
を
20
％
に
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
製
作
過
程
で

の
進
捗
状
況
は
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
中
に
は
、
実
際
に
工
場
に
見

に
来
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

Ｑ
こ
の
工
場
で
の
３
Ｒ
活
動
（
リ
デ

ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
）
を
、
具
体
的
に
説
明
し
て
欲
し
い
。

Ａ
ま
ず
、
リ
デ
ュ
ー
ス
で
す
。
こ
れ

は
ご
み
の
減
量
つ
ま
り
、
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
で
す
。

積
水
グ
ル
ー
プ
で
は
２
０
０
２
年
ま

で
に
、
全
30
工
場
を
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
化
す
る
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
午
前
中
の
見
学
で
ご
説
明
し
た
通

り
、
生
産
現
場
か
ら
の
廃
棄
物
だ
け
で

な
く
、
事
務
・
管
理
部
門
の
廃
棄
物
も

対
象
に
し
て
い
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
の
取
り
組
み
で
は
、
使
用

す
る
木
材
の
中
で
反
り
な
ど
の
あ
る
不

良
材
の
中
か
ら
、
品
質
･
強
度
と
も
に

問
題
の
な
い
部
分
だ
け
を
切
り
取
っ
て
、

フ
ィ
ン
ガ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
い
う
方
法

で
つ
な
ぎ
合
せ
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
工
場
で
使
用
す
る
木
材
総
量
の

５
％
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
納
入
メ
ー
カ
ー
に

お
願
い
し
、
木
材
の
削
り
カ
ス
や
木
粉

を
床
材
に
、
石
膏
ボ
ー
ド
の
残
材
を
石

膏
ボ
ー
ド
に
再
生
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
は
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か

が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

Ｑ
私
の
家
は
、
そ
ろ
そ
ろ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
一

般
論
と
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は
ど
れ

く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

Ａ
費
用
は
物
件
に
よ
り
傷
み
方
が
異

な
り
、
費
用
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

最
近
の
住
宅
の
品
質
は
向
上
し
て
い
ま

す
が
、
経
年
劣
化
す
る
部
材
等
に
つ
い

て
は
当
然
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
住
宅
を
取
り
巻
く
外
的
な
環

境
―
気
候
･
空
気
の
汚
染
度
な
ど
―
や

各
ご
家
庭
の
生
活
様
式
な
ど
に
よ
り
、

一
概
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
期
を
決
め
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
デ
ー
タ

化
が
遅
れ
て
い
る
訳
で
す
。
し
か
し
、

“
60
年
住
宅
”
を
標
榜
し
て
い
る
以
上
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
高
断
熱
･
高
気
密
だ
と
、
従
来
の

日
本
家
屋
の
よ
う
な
“
す
き
ま
風
”

に
よ
る
自
然
換
気
が
出
来
な
い
。
説
明

の
あ
っ
た
「
24
時
間
換
気
シ
ス
テ
ム
」

は
自
然
換
気
か
そ
れ
と
も
強
制
換
気
な

の
か
。Ａ

ま
ず
“
す
き
ま
風
”
で
す
が
、
こ

れ
は
意
図
し
た
通
り
の
換
気
が
出

来
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
業
界
で
は
、「
換
気
」
で
な
く
「
漏

気
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

ご
質
問
の
24
時
間
換
気
シ
ス
テ
ム
は
、

あ
ら
か
じ
め
設
計
さ
れ
た
各
部
屋
の
吸

気
口
と
、
浴
室
や
ト
イ
レ
等
の
換
気
フ

ァ
ン
に
よ
る
強
制
換
気
で
す
。
自
然
換

気
の
場
合
、
温
度
差
や
気
圧
差
、
風
向

き
の
関
係
で
し
か
風
は
流
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
安
定
し
た
換
気
を
行
な
う
こ

と
が
出
来
な
い
わ
け
で
す
。

積
水
化
学
工
業
は
、
塩
ビ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
か
ら
住
宅
ま
で
幅
広
い
事

業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
社
内
分
社
化
し
て

“カ
ン
パ
ニ
ー
”
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

“
住
宅
カ
ン
パ
ニ
ー
”
は
、
全
国
に

８
つ
の
生
産
会
社
を
持
っ
て
お
り
、
私

ど
も
は
、「
関
西
セ
キ
ス
イ
工
業
」
で
す
。

皆
さ
ん
ご
存
知
の
“
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
”

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

積
水
化
学
工
業
と
し
て
の
住
宅
事
業

の
歴
史
は
、

“
セ
キ
ス
イ
ハ
ウ
ス
Ａ
型
”

の
試
作
に
成
功
し
た
１
９
６
０
年
、
住

宅
専
門
会
社
と
し
て
積
水
ハ
ウ
ス
産
業

を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
れ
か
ら
10
年
後
の
１
９
７
０
年
に

積
水
化
学
工
業
本
体
も
、
住
宅
事
業
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
“
セ

キ
ス
イ
ハ
イ
ム
”
で
す
。

こ
の
工
場
で
は
、
１
つ
の
家
を
細
分

化
し
た
、
リ
ビ
ン
グ
や
和
室
と
い
っ
た

部
屋
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
を

お
客
様
が
家
を
建
て
ら
れ
る
現
場
に
搬

入
し
、
組
み
立
て
る
わ
け
で
す
。
お
よ

そ
、
家
を
建
て
る
の
に
必
要
な
工
数
の

約
80
％
を
こ
の
工
場
で
行
な
っ
て
い
ま

す
。
残　
り　
の　
20
%
は　
、
ク
ロ
ス
貼
り
や
畳

入
れ
な
ど
の
内
装
や
電
気
・
水
道
の
配

管
接
続
と
い
っ
た
現
場
で
の
作
業
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
住
宅
は
、「
環
境
」、「
高

齢
者
」
、
「
耐
震
」
に
対
応
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

材
質
･
設
計
・
施
工
法
な
ど
を
十
分
吟

味
す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

し
っ
か
り
し
た
も
の
に
し
て
い
く
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
球
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

は
、
積
水
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
私
ど
も
関
西
セ
キ
ス

イ
工
業
は
、
１
９
９
７
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

全
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
３
Ｒ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ロ
･
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
工
場
の
生
産

現
場
か
ら
の
廃
棄
物
だ
け
で
な
く
、
事

務
･
管
理
部
門
か
ら
出
る
廃
棄
物
も
そ

の
対
象
に
す
る
な
ど
、
厳
し
い
規
準
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
住
宅
は
、
30
年
寿
命
と
言
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
私
ど
も
は
、“
60
年

住
宅
”
を
標
榜
し
、
住
宅
産
業
の
環
境

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
21

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
“
住
ま
い
”
を
提

案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
60
年
住
宅
で
あ
れ
ば
、
二
世
帯
住

宅
に
ふ
さ
わ
し
い
設
備
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
セ
キ

ス
イ
ハ
イ
ム
の
二
世
帯
住
宅
の
宣
伝
を

あ
ま
り
見
な
い
の
だ
が
。

Ａ
二
世
帯
住
宅
の
場
合
、
高
齢
者
が

お
住
ま
い
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら

当
然
段
差
を
少
な
く
し
、
通
路
階
段
の

手
す
り
を
装
備
す
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ

ー
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も

は
、
業
界
の
中
で
も
か
な
り
早
く
か
ら

一
般
住
宅
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
導
入
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
３
階
建
て
住
宅

の
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
用
の
ユ
ニ

ッ
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
要
望
に

お
応
え
す
る
体
制
は
で
き
て
い
る
の
で
、

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
宅
地
の
形
状
は
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

こ
こ
で
生
産
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト

の
組
み
合
わ
せ
だ
と
住
宅
の
間
取
り
が

限
ら
れ
た
も
の
に
な
ら
な
い
か
。

Ａ
ユ
ニ
ッ
ト
の
形
状
は
殆
ど
が
四
角

形
で
す
が
、
サ
イ
ズ
を
数
種
類
も

っ
て
お
り
、
ま
た
天
井
部
分
が
四
角
形

で
な
く
台
形
に
な
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
も
あ

る
な
ど
、
敷
地
対
応
力
を
高
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
環
境
共
生
住
宅
」
と
い
う
も
の

は
、
地
球
環
境
の
保
全
や
周
辺
環

境
と
の
親
和
性
を
考
慮
し
た
素
晴
ら
し

い
住
宅
だ
と
思
う
。
雨
水
の
利
用
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
て
欲
し
い
。

Ａ
こ
れ
は
、
住
宅
産
業
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
日
本
は

水
が
豊
富
な
国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
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私
ど
も
の
会
社
は　
「
大
日
本
果
汁

」

と
し
て
、
昭
和
９
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
創
業
者
は
、
日
本
で
初
め
て
本
格

的
な
ウ
イ
ス
キ
ー
を
造
っ
た
竹
鶴
政
孝

で
す
。
当
初
は
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
や

ア
ッ
プ
ル
ワ
イ
ン
な
ど
を
製
造
販
売
し

な
が
ら
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
熟
成
を
待
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
15
年
に
な
っ
て

“ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
”
と
し
て
当
社
の

第
一
号
ウ
イ
ス
キ
ー
を
発
売
し
ま
し
た
。

こ
の
商
品
名
は
、
大
日
本
果
汁
の
“
日
”

と
“
果
”
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
後
年

（
昭
和
27
年
）
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
新
た
な

社
名
と
な
っ
た
の
で
す
。

話
が
前
後
し
ま
す
が
、
私
ど
も
は
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
の
一　
員
で
す
。
ニ

ッ
カ
と
ア
サ
ヒ
と
で
、
日
本
酒
以
外
の

お
酒
は
何
で
も
製
造
販
売
で
き
る
企
業

グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
た
。

仙
台
工
場
は
、
ニ
ッ
カ
の
７
工
場
の

中
で
も
、
発
祥
の
地
で
あ
る
北
海
道

（
余
市
）
工
場
と
並
ぶ
主
力
工
場
で
、
大

麦
麦
芽
だ
け
を
原
料
に
し
た
モ
ル
ト
ウ

イ
ス
キ
ー
と
、
と
う
も
ろ
こ
し
を
主
原

料
に
し
た
グ
レ
ー
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製

造
と
貯
蔵
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
敷
地
内
で
モ
ル
ト
と
グ
レ
ー
ン

両
方
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
製
造
し
、
貯
蔵

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
世
界
で
も
稀
で
す
。

酒
造
り
に
は
、“
い
い
水
”
が
絶
対
的
な

条
件
で
す
。
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の

“
ヰ
”
は
、
井
戸
の
“
ヰ
”
、
つ
ま
り
、

い
い
水
へ
の
こ
だ
わ
り
の
表
れ
で
す
。

こ
こ
仙
台
工
場
で
は
、
傍
を
流
れ
る
新

川
（
に
っ
か
わ
）
の
清
流
か
ら
取
水
し

て
い
ま
す
。

地
球
環
境
保
全
に
対
す
る
活
動
は
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
の
環
境
基
本

方
針
に
則
っ
て
、
積
極
的
に
推
進
し
て

い
ま
す
。

美
味
し
い
商
品
は
、
自
然
の
恵
み
を

受
け
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
工
場
内

で
の
５
Ｓ
（
整
理
、
整
頓
、
清
潔
、
清

掃
、
躾
）
活
動
は
も
と
よ
り
、“
い
い
水
”

の
源
泉
で
あ
る
新
川
の
水
質
保
全
や
社

員
に
よ
る
工
場
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、

地
域
社
会
と
も
一
体
に
な
っ
た
環
境
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
０
１
年
12
月
に
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
総
合
酒
類
提
案
企
業
」

と
し
て
、
良
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
な

が
ら
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
始
め
、
良
い
お

酒
を
世
に
送
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
新
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
川
に
生
活
廃
水
は

流
れ
込
ん
で
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
新

川
の
浄
化
に
対
し
て
何
か
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
か
。

Ａ
新
川
か
ら
取
水
を
し
て
い
る
の

は
、
上
流
に
人
家
が
な
く
生
活
廃

水
が
流
れ
込
ん
で
い
な
い
か
ら
で
す
。

一
方
で
工
場
か
ら
の
排
水
は
、
条
例

で
定
め
ら
れ
た
水
質
基
準
以
上
の
数
値
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お
客
様
に
は
、
安
定
的
な
換
気
を
行

な
う
た
め
に
、
換
気
フ
ァ
ン
を
24
時
間

稼
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
電
気
代
も
月
に
５
０
０
円

〜
６
０
０
円
程
度
で
す
。

Ｑ
気
密
性
が
高
い
住
宅
と
い
う
こ
と

は
、
冷
暖
房
が
前
提
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
逆

行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
冷
暖
房
は
、
今
の
日
本
で
は
快
適

性
を
得
る
た
め
に
使
わ
ざ
る
を
得

ず
、
普
及
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
断

熱
・
気
密
性
が
低
い
住
宅
で
は
充
分
に

快
適
な
冷
暖
房
が
出
来
ず
、
ま
た
空
調

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浪
費
し
て
し
ま
い
ま
す
。

気
候
の
良
い
時
期
は
窓
や
扉
を
開
け
れ

ば
よ
い
わ
け
で
す
。
冷
暖
房
の
効
果
を

一
段
と
高
め
る
の
が
高
気
密
･
高
断
熱

構
造
で
す
か
ら
、
省
エ
ネ
で
も
あ
り
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
今
の
住
宅
は
、
家
族
の
集
ま
る
リ

ビ
ン
グ
を
通
ら
ず
に
、
各
個
室
に

行
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
設
計
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
家
族
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
に
く
い
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
リ
ビ
ン
グ
を
通
ら
な
い
と
個
室
に

行
く
こ
と
が
出
来
な
い
間
取
り
構

造
を
「
オ
ー
プ
ン
リ
ビ
ン
グ
」
と
言
い

ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
リ
ビ
ン
グ
の

周
り
に
個
室
を
配
置
す
る
た
め
、
リ
ビ

ン
グ
の
テ
レ
ビ
の
音
や
タ
バ
コ
の
臭
い

な
ど
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
を

大
事
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
オ
ー
プ
ン

リ
ビ
ン
グ
に
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

要
は
、
ご
家
族
が
決
め
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
私
ど
も
は
ど
ち
ら
で
も
対
応

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

Ｑ
太
陽
光
発
電
の
作
り
は
脆
弱
に
見

え
る
が
、
寿
命
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
装
置
の
製
作
に
も

か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
出
来
る
の
か
。

Ａ
ま
ず
寿
命
で
す
が
、
従
来
に
比
べ

て
耐
久
性
の
あ
る
部
材
を
使
用
し

て
い
ま
す
の
で
、
私
ど
も
の
耐
用
試
験

で
は
、
30
〜
40
年
は
使
用
で
き
る
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

次
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
回
収
で
す
が
、

２
〜
３
年
使
用
す
る
こ
と
で
生
産
時
の

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
回
収
で
き
る
と
、

あ
る
研
究
所
が
分
析
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
余
談
で
す
が
、
日
本
の
住
宅

全
戸
に
３
K
W
の
太
陽
光
発
電
装
置
を

設
置
し
た
場
合
、
民
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

５
％
く
ら
い
が
削
減
で
き
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

数
字
的
に
は
わ
ず
か
で
す
が
、
設
置

す
る
こ
と
で
、“
心
が
け
”
が
変
わ
る
と

い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
省
エ
ネ
意
識
が

高
ま
り
、
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

な
ど
す
る
た
め
、
予
想
以
上
に
電
力
使

用
量
が
減
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に

意
識
が
変
わ
る
こ
と
の
方
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
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ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

か
ら
の
説
明

Q
&
A

生産工程のライン上を、ユニット

住宅が基礎から完成まで実にスム

ーズに流れていた。しかも耐震性

能や間取りなど綿密に計算されて

いるとのこと。「これが家？」と

常識が覆る思いだった。

●

製造工程でのゼロ・エミッション

について、その徹底した努力と成

果は称賛に値すると思う。さらに

進めて、リサイクル製品が全て自

社商品に戻るような取り組みのモ

デルとなることを期待したい。

●

「お客様の顔を見て生産する」と

いう方針から、工場に施主の顔写

真がたくさん掲示してあった。従

業員に顧客意識を植え付けるため

には、とても良い方法だと思う。

ＣＳ経営の標榜が実を伴っている

と感心した。

●

家の取壊しと建替えは、大きな環

境負荷を生むと思う。建替えがな

ければ仕事もなくなる住宅メーカ

ーが、環境との共生を考えて、少

しづつ手を加えれば 6 0年も維持

できる方向に向っていると知っ

て、大変嬉しかった。

●

住宅は確かに個人の所有物だが、

「家は街並みや景観を構成する社

会資本」という出席者の話に、大

いに頷いた。同時に、街並みのデ

ザインを描く主体は誰なのかとも

考えた。また、住宅の改修には莫

大な費用が必要であるため、ライ

フサイクルコストを算出し、指標

として公表してほしい。

出席者の感想から

ウイスキーの製造工程

原料 乾燥 糖化 醗酵 蒸溜 熟成

原料 蒸煮 糖化 醗酵 蒸溜 熟成

ブレンド 再貯蔵
（マリッジ）

瓶詰め

大麦麦芽

とうもろこし



し
か
し
一
方
で
、
熟
成
期
間
の
短
い

あ
っ
さ
り
し
た
も
の
を
好
む
お
客
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
事
実
で
す
。

つ
ま
り
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
嗜
好
品
で

す
。「
美
味
し
さ
」
と
い
う
の
も
個
人
の

主
観
に
よ
り
ま
す
。
グ
ラ
ス
に
注
い
で
、

ま
ず
そ
の
立
ち
の
ぼ
る
香
り
を
楽
し
み
、

次
に
水
を
加
え
て
少
し
違
っ
た
香
り
を

楽
し
む
。
こ
れ
は
お
奨
め
の
飲
み
方
の

ひ
と
つ
で
す
が
、
要
は
価
格
だ
け
で
な

く
、
自
分
に
合
っ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
を
選

び
、
自
分
に
合
っ
た
飲
み
方
で
楽
し
む

こ
と
が
“
一
番
”
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
い
た
だ
き
も
の
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を

何
年
も
大
事
に
し
ま
っ
て
お
い
た

ら
、「
早
く
飲
ま
な
け
れ
ば
ま
ず
く
な
っ

て
し
ま
う
」
と
言
わ
れ
た
。
本
当
か
。

Ａ
確
か
に
、
何
か
の
記
念
日
に
購
入

さ
れ
た
、
あ
る
い
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
を
大
事
に
保
存
さ

れ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
か
し
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
場
合
は
ワ

イ
ン
と
違
っ
て
、
瓶
詰
め
さ
れ
た
商
品

を
長
期
間
寝
か
せ
る
こ
と
で
味
が
良
く

な
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
が
高
い
の
で
劣
化
は
非

常
に
緩
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
美
味

し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
に
は
、

保
存
状
態
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、
２

〜
３
年
以
内
と
お
考
え
下
さ
い
。

Ｑ
瓶
の
中
で
は
、
熟
成
し
な
い
と
言

う
こ
と
か
。

Ａ
そ
う
で
す
。
ウ
イ
ス
キ
ー
の
蒸
留

直
後
の
原
酒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
臭

の
強
い
無
色
透
明
の
液
体
で
す
。
そ
れ

を
樽
に
入
れ
て
長
期
間
貯
蔵
す
る
わ
け

で
す
。
そ
の
間
、
呼
吸
（
酸
化
還
元
反

応
）
を
し
な
が
ら
熟
成
さ
れ
、
樽
材
の

オ
ー
ク
の
エ
キ
ス
が
に
じ
み
出
て
色
と

香
り
が
着
い
て
い
く
わ
け
で
す
。
瓶
詰

め
さ
れ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
が
熟
成
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
ニ
ッ
カ
は
、
本
当
に
ウ
イ
ス
キ
ー

が
好
き
な
人
を
対
象
に
し
た
ウ
イ

ス
キ
ー
造
り
を
し
て
い
る
と
い
う
印
象

が
強
い
。“
総
合
酒
類
提
案
企
業
”
を
標

榜
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
顧
客
層
を
広
げ

て
行
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
私
ど
も
の
会
社
に
は
、
品
質
を
ど

こ
ま
で
も
追
求
す
る
と
い
う
、
竹

鶴
政
孝
の
創
業
精
神
が
連
綿
と
流
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
品
質
に
は
も
ち

ろ
ん
自
信
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

品
質
が
良
け
れ
ば
黙
っ
て
い
て
も
売
れ

る
時
代
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か

っ
て
い
ま
す
。

“
総
合
酒
類
提
案
企
業
”
と
し
て
幅

広
い
顧
客
層
を
対
象
に
し
た
商
品
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、「
ブ
ラ
ッ
ク
ニ
ッ
カ
ク
リ
ア
ブ
レ
ン

ド
」
は
、
比
較
的
軽
い
口
当
た
り
に
す

る
こ
と
で
、
若
い
人
や
女
性
、
ウ
イ
ス

キ
ー
に
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
方
に
も

飲
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

品
質
の
良
さ
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、

お
客
様
か
ら
本
当
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
商
品
の
ご
提
案
を
さ
ら
に
推
し
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責
・
専
門
研
究
員
　
三
枝
　
敬
）
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ま
で
浄
化
し
て
、
新
川
と
合
流
す
る
広

瀬
川
に
流
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
更

に
水
質
基
準
を
上
げ
る
た
め
、
大
規
模

な
投
資
を
行
な
う
計
画
で
す
。

ま
た
、
新
川
の
清
流
を
守
る
姿
勢
を

表
す
意
味
に
お
い
て
、
近
隣
の
子
供
た

ち
と
毎
年
、
や
ま
め
の
稚
魚
を
放
流
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
21
年
間
続
け
て

い
ま
す
。
冒
頭
で
申
し
あ
げ
ま
し
た
社

員
に
よ
る
工
場
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
も
功

を
奏
し
、
年
々
投
棄
さ
れ
る
量
自
体
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
工

場
内
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
環
境
保
全

に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。Ｑ

ウ
イ
ス
キ
ー
製
造
の
過
程
で
出
る

副
産
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
状
況
に
つ

い
て
説
明
し
て
欲
し
い
。

Ａ
酵
母
の
働
き
に
よ
っ
て
糖
分
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
が
生
成
さ
れ
る
際

に
、
炭
酸
ガ
ス
も
発
生
し
ま
す
。
こ
れ

を
捕
集
し
て
液
体
化
し
、
液
化
ガ
ス
メ

ー
カ
ー
に
売
っ
て
い
ま
す
。
収
支
的
に

は
大
き
く
赤
字
で
す
が
、
捕
集
率
を
１

０
０
％
に
近
づ
け
る
こ
と
と
、
捕
集
に

か
か
る
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が

課
題
で
す
。

ま
た
、
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
や
グ
レ

ー
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
を
製
造
す
る
過
程
で

出
る
カ
ス
な
ど
は
、
近
隣
の
牧
場
で
飼

料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

製
造
工
程
以
外
か
ら
出
る
瓶
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
貯
蔵
樽
の
木
片
・
レ
ス
ト

ラ
ン
の
生
ゴ
ミ
な
ど
の
廃
棄
物
に
つ
い

て
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
１
０
０
％
を
め

ざ
し
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

Ｑ
カ
ラ
ー
瓶
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
難
し

い
こ
と
を
考
え
る
と
、
す
べ
て
透

明
瓶
に
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

Ａ
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
カ
ラ

ー
瓶
や
重
い
瓶
の
方
が
「
高
級
感
」

が
あ
る
と
し
て
好
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

当
社
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
商
品
「
ブ
ラ
ッ
ク

ニ
ッ
カ
」
は
、
そ
の
伝
統
も
あ
り
、
ま

だ
黒
い
瓶
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
９
年
に
発
売
し
て
、
今
当
社
で
一
番

売
れ
て
い
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
ニ
ッ
カ
ク
リ

ア
ブ
レ
ン
ド
」
は
、
透
明
瓶
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

カ
ラ
ー
瓶
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
が
難
し

い
だ
け
で
な
く
、
製
品
の
出
荷
前
の
最

終
検
査
―
こ
れ
は
目
視
で
す
る
の
で
す

が
―
の
際
、
混
入
し
て
い
る
異
物
な
ど

を
発
見
し
に
く
い
と
い
う
欠
点
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
重
い
瓶
は
、
物
流
コ
ス
ト
が
か

か
り
ま
す
し
、
効
率
が
良
く
あ
り
ま
せ

ん
。
順
次
切
り
替
え
の
努
力
を
し
て
き

て
い
ま
す
し
、
今
後
は
透
明
・
軽
量
瓶

が
主
流
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
リ
キ
ュ
ー
ル
な
ど
の
酒
類

は
、
直
射
日
光
で
品
質
が
変
わ
り
や
す

い
た
め
、
ま
だ
カ
ラ
ー
瓶
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し

て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

Ｑ
日
本
酒
に
は
、
紙
パ
ッ
ク
で
販
売

し
て
い
る
商
品
も
あ
る
が
、
洋
酒

で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
な
ぜ
か
。

Ａ
当
社
で
も
「
ハ
イ
ニ
ッ
カ
」
な
ど

を
紙
パ
ッ
ク
で
販
売
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
紙
の
内
側

に
使
用
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
が
、
ど

う
し
て
も
ウ
イ
ス
キ
ー
の
香
り
を
変
え

て
し
ま
い
ま
す
し
、
封
を
切
っ
た
後
の

保
存
方
法
の
問
題
も
あ
り
結
局
、
取
扱

い
を
中
止
し
ま
し
た
。

Ｑ
モ
ル
ト
は
、
こ
こ
仙
台
と
北
海
道

の
余
市
で
製
造
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
か
特
徴

を
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ
北
海
道
工
場
と
仙
台
工
場
で
は
、

気
候
や
風
土
は
も
ち
ろ
ん
蒸
留
方

法
も
異
な
る
た
め
、
モ
ル
ト
の
タ
イ
プ

も
異
な
り
ま
す
。
端
的
に
申
し
あ
げ
ま

す
と
、
余
市
の
も
の
は
力
強
く
、
仙
台

の
も
の
は
、
ま
ろ
や
か
な
モ
ル
ト
で
す
。

ち
な
み
に
、
両
工
場
の
モ
ル
ト
を
ブ

レ
ン
ド
し
た
も
の
を
“
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
”

と
し
て
発
売
し
て
い
ま
す
。
の
ち
ほ
ど
、

マ
イ
ブ
レ
ン
ド
教
室
で
皆
さ
ん
に
そ
の

違
い
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
価
格
の
高
い
ウ
イ
ス
キ
ー
ほ
ど
美

味
し
い
の
か
。

Ａ
値
段
の
高
い

“
17
年
も
の
”
と

か
“
23
年
も
の
”
と
い
っ
た
ウ
イ

ス
キ
ー
は
確
か
に
、
香
り
も
味
も
奥
深

い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
熟

成
期
間
が
長
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
手
間
暇
（
コ
ス
ト
）
を
か
け

て
造
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
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時間をかけた工場見学と説明によ
って、ウイスキーが出来るまでの
努力や、会社のウイスキーにかけ
る情熱などがよく分かった。また、
環境問題に多大な資金と労力を投
入している工場の努力に感銘し
た。

●

おいしいウイスキーを造り続けな
がら、自然環境への負担を軽減し、
その美しさを保たなければならな
い。創業者竹鶴氏の精神を受け継
ぎながら、時代の要請への対応と
両立することの難しさを感じた。

●

マイ・ブレンド体験で、北海道工
場と仙台工場のモルトウイスキー
やグレンウイスキーなどを飲み比
べてみた。その違いに驚くと同時
に、ブレンドして出来上がった自
分だけのウイスキーのうまさに大
満足しました。

●

環境破壊が進む中、おいしいウイ
スキーを造り続けることは大変で
ある。日本中の水が汚れてしまっ
たら、日本から酒造りは消滅する
だろう。企業がこうした問題に取
り組んでいることは承知していた
が、ここまで熱心にかつ自発的に
取り組んでいるとは知らなかっ
た。

●

ビールなどとかく品質の画一性・
安定性が求められる一方で、風土
や蒸留方法、使用する樽材などに
よって違った特徴が出るという話
にウイスキーの奥深さを感じた。

「自分が一番おいしいと思う」ウ
イスキーと出会うために、これか
らも試行錯誤していきたい。

出席者の感想から



社会広聴会員が
大幅に増加

社会広聴会員が
大幅に増加

■
性
別
―
益
々
、
女
性
上
位
に

こ
れ
ま
で
の
女
性
上
位
の
構
成
を
、
何
と
か
同
じ

比
率
に
近
づ
け
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
結
果
は
、

グ
ラ
フ
の
通
り
、
益
々
、
女
性
上
位
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

■
世
代
別
―
20
代
以
下
が
倍
増

20
代
以
下
が
、
全
体
の
3
%
と
異
常
に
少
な
く
、

こ
の
世
代
を
増
や
す
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
結
果
は

十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
倍
増
し
ま
し
た
。

■
職
業
別
―
初
め
て
学
生
層
が
会
員
に

こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
イ
フ
･
シ
ニ
ア
と
い

っ
た
整
合
性
に
欠
け
る
分
類
を
見
直
す
こ
と
と
、
皆

無
だ
っ
た
就
学
者
を
確
保
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
き

ま
し
た
。

職
業
は
大
き
く
就
業
者
と
非
就
業
者
（
就
学
者
･

専
業
主
婦
・
無
職
）
の
2
つ
に
分
け
ま
し
た
。
就
学

者
は
、
47
名
の
方
に
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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昨年、「社会広聴会員」の更新と新規募集を行ないました。その結果、既会員の皆

さんの継続と積極的な紹介活動により、発足以来 3 5 0 0名前後で推移していた会員数

は、5 0 0 0 名には届かなかったものの 4 7 0 2名になりました。世代・職業別のバランス

も従来よりも良くなり、社会の縮図により近い会員構成になりつつあります。

また、インターネットをコミュニケーションツールとして活用する「ｅネット会

員」を初めて募集したところ、941名の方に登録いただきました。

「社会広聴会員」の概要をご報告いたします。

会員の総数会員の総数

会　員
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
消
費
不
況
―
求
め
ら
れ
る
、

供
給
者
側
の
発
想
の
転
換
」　
つ
い
て

●
消
費
が
冷
え
込
ん
で
い
る
の
は
、
サ

ー
ビ
ス
の
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
、
先

が
見
え
な
い
今
の
社
会
状
態
に
原
因
が

あ
る
と
考
え
る
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
私
は
百
貨
店
勤
め
で
す
が
、
前
年
比

１
０
０
％
超
を
売
り
上
げ
る
お
店
は
、

常
に
お
客
様
の
立
場
で
サ
ー
ビ
ス
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
潜
在
的
購
買
意
欲
は
「
生
活
へ
の
提

案
や
ア
ド
バ
イ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
」
で
引

き
出
せ
る
と
い
う
点
、
な
る
ほ
ど
と
思

い
ま
す
。
納
得
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス
な

ら

”　投
資

“　
に
自
信
が
持
て
、
消
費
意
欲

が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
す
る
体
力
を
、
企
業
は
生
み
出

し
て
欲
し
い
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
は
、
私
の
年

代
で
は
使
い
こ
な
せ
る
か
、
お
手
上
げ

か
の
境
目
と
感
じ
て
い
た
。
し
か
も
ハ

ー
ド
を
売
る
だ
け
で
フ
ォ
ロ
ー
も
な
く
、

新
し
い
機
種
も
次
々
に
出
る
。
売
る
側

の
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
と
、
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
「
景
気
が
悪
い
」
と
い
う
単
純
思
考

か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
。
消
費
者
の

立
場
で
細
か
く
調
査
す
れ
ば
売
れ
る
も

の
が
あ
る
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
こ
れ
を
読
ん
で
「
そ
ー
だ
」
と
思
い

ま
し
た
。
説
明
書
を
見
て
も
わ
か
ら
な

い
。
す
ぐ
聞
き
た
い
の
に
、
電
話
を
し

て
も
応
答
が
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

ハ
ー
ド
を
売
っ
て
終
り
に
せ
ず
、
ず
っ

と
フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

供
給
側
も
わ
か
っ
て
ほ
し
い
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
日
頃
何
と
な
く
考
え
て
い
た
種
々
の

問
題
に
竹
内
氏
は
具
体
的
か
つ
明
快
に

述
べ
ら
れ
、
我
が
意
を
得
た
。
小
生
も

独
学
で
パ
ソ
コ
ン
に
挑
戦
。
や
っ
と
メ

ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
高
齢
者
用
に
機
能
を

絞
っ
た
低
価
格
パ
ソ
コ
ン
等
は
売
れ
る

と
思
う
が
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
情
報
・
通
信
技
術
だ
け
が
い
く
ら
発

展
し
て
も
一
国
の
経
済
の
基
礎
は
良
く

な
ら
な
い
。
製
造
業
の
発
展
が
着
実
な

景
気
回
復
の
最
重
要
要
因
で
あ
り
、
官

民
一
体
の
有
効
な
政
策
作
り
が
早
急
に

望
ま
れ
る
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
と
て
も
良
い
話
だ
っ
た
。
今
後
の
景

気
変
動
を
見
つ
つ
、
再
登
場
し
て
も
ら

っ
て
は
ど
う
か
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

ア
ン
ケ
ー
ト
「
家
計
と
景
気
」
分
析

に
つ
い
て

●
モ
ノ
や
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
今
日
、

多
く
の
人
々
が
コ
コ
ロ
の
豊
か
さ
を
求

め
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
欲
し

い
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
」
で
「
教
養
・
娯

楽
・
旅
行
」（
形
に
残
ら
な
い
、
精
神
的

な
充
足
感
）
が
群
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
と

い
う
結
果
が
そ
れ
を
表
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
貯
蓄
に
は
興
味
が
あ
る
の
で
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
、
株
式
は

難
し
く
て
選
べ
ま
せ
ん
。
年
齢
別
に
差

が
あ
り
様
々
で
す
ね
。
興
味
が
持
て
た

内
容
で
し
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
年
齢
に
関
係
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の

興
味
を
持
つ
人
が
多
い
の
に
は
納
得
し

ま
し
た
。
で
も
一
方
で
、
景
気
の
悪
さ

を
実
感
し
て
い
る
人
は
実
際
に
は
ど
の

く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
ハ
ー
ド
よ
り
ソ
フ
ト
へ
の
需
要
が
高

い
こ
と
、
60
歳
以
上
で
は
医
療
・
介
護

へ
の
不
安
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
等
、

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
現
時
点
で
の
日

本
社
会
を
如
実
に
著
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
い
か
に
迅
速
に
対
処
し
て
い
く
か

で
日
本
の
未
来
が
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ

う
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
「
景
気
を
良
く
す
る
」
よ
り
も
「
幸

せ
に
な
る
」
と
い
う
発
想
に
切
り
替
え

る
こ
と
が
必
要
と
い
う
40
歳
代
男
性
の

意
見
に
同
感
で
す
。
仕
事
も
分
け
あ
い
、

給
料
は
下
が
っ
て
も
余
暇
を
楽
し
み
、

そ
れ
な
り
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
と

い
う
考
え
方
に
変
え
る
べ
き
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

「社会広聴会員」からのご意見・ご感想

『ネットワーク通信NO.10夏号』を読んで

■
地
域
別
―
全
地
域
で
大
幅
増

全
都
道
府
県
で
増
加
し
ま
し
た
。
増

加
率
で
特
に
大
き
い
の
は
、
北
海
道

（
1
8
8
・
4
%
）
、
中
国
（
1
5
6
・

5
%
）
、
甲
信
越
（
1
4
8
・
8
%
）
、

四
国
（
1
4
8
・
8
%
）
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
地
域
で
の
「
企
業

と
生
活
者
懇
談
会
」
等
が
開
催
し
や
す

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
未
開
催
の
地
域

の
皆
さ
ん
、
ご
期
待
下
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
員

今
回
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
社

会
広
聴
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

新
た
に
”　e

ネ
ッ
ト
会
員

“
制
度
を
設
け

募
集
し
た
と
こ
ろ
1
1
1
0
名
の
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

早
速
、
接
続
環
境
等
の
テ
ス
ト
を
行

な
い
、
最
終
的
に
9
4
1
名
を
登
録
し

ま
し
た
。
そ
し
て
10
月
か
ら
は
、
懇
談

会
の
ご
案
内
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
全

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
構
成
も
全
体
と
相
似
し
て
お
り
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
情
勢
の
中

で
、
緊
急
を
要
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

の
機
動
性
が
発
揮
で
き
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
文
責
・
主
任
研
究
員
　
林
　
祐
輔
）

28

eネット会員
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も
し
い
。
他
人
の
意
見
を
見
聞
き
す
る

の
が
楽
し
み
で
す
。
（
30
歳
代
・
女
性
）

●
日
本
社
会
の
こ
と
を
ま
じ
め
に
考
え

て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、「
日
本
も
ま
だ

ま
だ
い
け
る
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

気
持
ち
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
結
果
の
見
え
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が

多
く
、
ほ
と
ん
ど
参
考
に
な
ら
な
い
。

日
本
の
課
題
に
対
す
る
ナ
マ
の
声
が
聴

け
る
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
ほ

し
い
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
20
歳
代
の
会
員
が
３
倍
強
に
な
っ
た

こ
と
で
、
若
い
人
の
意
見
が
楽
し
み
。

ま
た
今
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
楽

し
み
で
す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
こ
の
広
聴
活
動
を
通
じ
て
皆
さ
ん
が

何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知
り
、
自
分

の
考
え
方
が
ノ
ー
マ
ル
な
の
か
否
か
を

確
か
め
て
い
る
。
話
し
相
手
の
よ
う
な

感
覚
で
楽
し
め
る
の
が
う
れ
し
い
。

（
60
歳
代
・
男
性

●
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
思

考
の
発
言
が
多
い
の
に
敬
服
し
ま
す
。

誌
面
の
許
す
限
り
マ
イ
ナ
ス
意
見
を
含

め
て
社
会
広
聴
メ
ン
バ
ー
の
声
を
掲
載

し
て
く
だ
さ
い
。

（
70
歳
代
・
男
性
）

「
そ
の
他
ご
意
見
」

●
は
じ
め
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
薄
い
本
で

す
が
、
中
身
は
ギ
ッ
シ
リ
、
厚
い
と
感

じ
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
最
初
に
ア
ン

ケ
ー
ト
の
あ
ら
ま
し
だ
け
で
も
わ
か
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
記
事
に
イ
ン
パ

ク
ト
が
生
ま
れ
、
自
然
に
読
め
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
会
員
増
は
理
由
抜
き
に
う
れ
し
い
。

そ
の
声
を
聴
く
こ
と
は
、
国
民
の
意
識
、

意
見
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
数
が

多
け
れ
ば
、
よ
り
正
確
な
国
民
の
ニ
ー

ズ
が
わ
か
る
か
ら
。
（
50
歳
代
・
女
性
）

●
20
・
30
代
の
方
の
発
言
が
少
な
い
と

思
う
。
日
本
の
将
来
を
託
す
若
い
方
が

何
を
考
え
て
い
る
の
か
は
大
切
な
こ
と
。

こ
の
層
の
会
員
拡
充
に
力
を
入
れ
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
会
員
制
な
の
だ
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト

は
必
ず
出
す
よ
う
事
務
局
か
ら
宣
伝
し

て
下
さ
い
。
会
員
の
方
は
自
覚
し
て
1

0
0
%
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
一
期
ラ
イ
フ
レ
ポ
ー
タ
ー
に
応
募
し

て
十
年
以
上
経
ち
ま
し
た
。
加
齢
と
と

も
に
面
倒
な
こ
と
に
関
わ
る
の
は
い
や

だ
と
い
う
思
い
と
、
社
会
か
ら
置
い
て

い
か
れ
る
と
い
う
不
安
の
矛
盾
し
た
思

い
が
あ
り
ま
す
。
広
聴
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
唯
一
社
会
と
の
つ
な
が
り
で
す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

林　祐輔

アンケートの分
析を終え、一息
ついている時に、
食品会社の不祥

事のニュースが入ってきました。
これが、調査の前に報じられてい
たら、おそらくアンケート結果は
変わっていたでしょう。

懲りないこの企業グループに
「倫理観はあるのか」とあきれ果て
てしまいました。と同時に「浜の
真砂は尽きるとも、世に企業不祥
事の種は尽きまじ」と嘯く石川五
右衛門の声が聞こえてきそうです。

年初ですから、明るい話をした
かったのですが、結局こんな話に
なってしまいました。

『N o . 1 1、12 合併冬号』をお届けしま
す。今年もよろしくお願いします。

三枝　敬

寒い日が続いて
おります。会員
の皆様は、いか
がお過ごしです

か。旅が好きな私は、スキーと温
泉、とくに秘湯にゆったりと浸か
りながら雪景など雄大な景色を眺
めるのが大好きです。

また、静けさと冷たい空気の中
で｢凛｣とした｢気｣を醸す、京都巡
りも最高です。哲学の道や知恩院
で日頃の喧騒を離れるのもいいで
すね。春には、毘沙門堂や仁和寺、
天龍寺の桜も見に行きたいなぁ。

私みたいな人が多ければ、国内
景気の回復にも少しは効果がある
かなと思いつつ、せっせとお金を
使っています。

岡本　清美

はじめまして、
昨年1 0月より広
聴担当をさせて
いただいており

ます岡本です。
どうぞよろしくお願いします。
ｅネット会員の方へのメールで

の各種会合ご案内やW e bでのアン
ケートもはじまり、「企業観」アン
ケートでは8 6％ものご回答をいた
だきました。

ｅネット会員へのご登録は「随
時」受け付けております。ご連絡
をお待ちしております。

事 務 局 便 り

30

●
購
買
意
欲
は
あ
る
も
の
の
、
将
来
へ

の
不
安
が
実
需
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

の
で
し
ょ
う
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
カ
タ
チ
が

変
わ
る
過
渡
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
世
代
別
の
分
析
は
結
果
が
よ
く
わ
か

り
興
味
深
い
。
60
歳
以
上
の
方
で
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
が
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
75
％
以
上
と
い
う
の
は
お
も

し
ろ
い
で
す
ね
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

「
識
者
と
語
る
論
談
倶
楽
部
」
に

つ
い
て

●
厳
し
い
業
界
の
中
で
業
績
を
伸
ば
す

企
業
に
は
、
ベ
ー
ス
に
し
っ
か
り
と
し

た
調
査
に
基
づ
く
「
攻
め
」
の
姿
勢
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
功
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
「
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
で
は
生
き

残
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で

す
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
製
造
力
に
対
す
る

信
頼
が
高
ま
り
ま
し
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
価
格
破
壊
は
、
消
費
者
に
は
あ
り
が

た
い
が
、
そ
れ
に
よ
り
企
業
は
コ
ス
ト
、

特
に
人
件
費
の
削
減
が
求
め
ら
れ
、
不

況
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
こ
と
も
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
ア
ジ
ア
で
展
開
す
る
直
接
生
産
で
ロ

ー
プ
ラ
イ
ス
に
な
っ
て
も
国
内
の
消
費

力
を
失
っ
て
い
て
は
、
消
費
拡
大
は
果

た
せ
な
い
。
新
規
需
要
の
開
発
こ
そ
必

要
で
は
な
い
か
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
品
質
を
キ
ー
プ
し
つ
つ
消
費
性
向
を

見
極
め
、
ニ
ー
ズ
を
拾
い
上
げ
て
い
く

具
体
的
な
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

自
社
で
も
形
を
変
え
て
応
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
40
歳
代
・
男
性
）

●
直
接
生
産
比
率
の
増
加
、
直
取
引
率

の
ア
ッ
プ
、
安
全
性
を
考
慮
し
た
食
品

の
販
売
な
ど
イ
オ
ン
の
戦
略
は
、
こ
の

不
況
下
で
は
不
可
欠
な
も
の
ば
か
り
で

あ
る
と
感
じ
た
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
で
は
今
の
時

代
に
売
れ
な
い
と
は
全
く
そ
の
と
お
り

だ
と
思
う
。
安
さ
に
気
を
と
ら
れ
る
こ

と
も
ま
ま
あ
る
が
、
私
は
電
気
製
品
を

選
ぶ
時
、
値
段
は
高
め
で
も
長
く
使
え

る
も
の
と
決
め
て
い
る
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
エ
ブ
リ
デ
ィ
・
ロ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
は
、

主
婦
に
と
っ
て
う
れ
し
い
で
す
ね
。「
毎

日
、
い
つ
で
も
低
価
格
」
だ
っ
た
ら
、

あ
ち
こ
ち
の
ス
ー
パ
ー
を
見
て
歩
く
手

間
と
時
間
が
減
る
し
、
ど
の
人
だ
っ
て

そ
う
思
う
で
し
ょ
う
。（
60
歳
代
・
女
性
）

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
に

つ
い
て

●
Ｑ
＆
Ａ
の
中
で
、「
現
状
は
ど
う
か
？
」

と
い
う
質
問
に
対
し
、「
そ
れ
も
重
要
な

課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
正
面
か

ら
答
え
て
い
な
い
回
答
が
所
々
に
見
ら

れ
る
。
質
問
者
を
始
め
そ
の
場
に
参
加

し
た
会
員
の
方
々
は
、
本
当
に
納
得
さ

れ
た
か
と
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
「
工
場
の
近
く
＝
空
気
・
水
が
汚
れ

て
い
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
も
考
え
て
対
応

し
て
い
る
事
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
今
の

消
費
者
は
商
品
だ
け
で
な
く
企
業
の
取

り
組
み
方
に
ま
で
厳
し
い
意
見
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
の
姿
勢
や
取
り
組
み
方
が
具
体

的
に
分
か
る
の
で
知
識
が
増
え
る
。
新

聞
な
ど
で
は
こ
う
し
た
情
報
は
な
か
な

か
得
ら
れ
な
い
の
で
、
貴
重
な
情
報
源

で
あ
る
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
消
費
者
が
商
品
や
企
業
を
知
る
に
は
、

企
業
か
ら
の
情
報
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
企
画
は
企
業
を
知

る
上
で
と
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
知

ら
な
い
所
で
環
境
へ
の
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
（
50
歳
・
女
性
）

●
今
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
大
手
企
業
と

の
懇
談
会
だ
と
思
い
ま
す
が
、
中
小
企

業
と
か
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
取
り
上
げ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
文
字
情
報
や
知
識
で
は
な
く
、
五
感

で
触
れ
ら
れ
る
見
学
会
は
有
効
な
手
段

と
考
え
ま
す
。
顔
を
合
わ
せ
て
の
直
接

対
話
は
お
互
い
の
立
場
を
理
解
す
る
た

め
に
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

是
非
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
で
す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
記
事
を
読
む
だ
け
で
も
工
場
見
学
を

し
て
い
る
気
分
に
な
り
大
変
参
考
に
な

っ
た
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
日
産
の
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ツ
」
制
度

は
良
い
シ
ス
テ
ム
と
思
う
。
現
実
的
に

ど
れ
く
ら
い
利
用
者
が
あ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
が
P
R
不
足
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

「
社
会
広
聴
活
動
」
に
つ
い
て

●
学
校
で
も
、
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
作

っ
た
ら
迷
惑
す
る
時
代
だ
と
教
わ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

人
が
大
切
に
さ
れ
る
、
使
う
こ
と
が
流

行
ら
な
い
、
そ
ん
な
時
代
に
な
る
こ
と

う
け
あ
い
で
す
ね
。
（
10
歳
代
・
女
性
）

●
こ
れ
だ
け
不
況
続
き
の
中
で
も
、
ま

だ
80
%
以
上
も
の
人
が
、
欲
し
い
モ

ノ
・
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
い
う
回
答
結

果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
景
気
が
少
し
で

も
回
復
し
出
せ
ば
あ
と
は
波
に
乗
っ
て

上
昇
す
る
見
込
み
が
あ
る
と
わ
か
り
、

多
少
希
望
が
湧
い
て
き
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
こ
の
会
員
に
は
、
厳
し
く
公
平
な
目

で
社
会
を
見
る
人
が
集
ま
っ
て
い
て
頼
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